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條

苦手な野菜も

苦手な野菜も自分で作ると

自分で作ると食べれたよ！

食べれたよ！

野菜や果物づくりに挑戦
　生活の基本となる『食べること』の大
切さを学んでもらおうと、西吉野幼稚園
では食育に取り組んでいます。その一つ
は玉ねぎや、いちごなど野菜や果物づく
り。子どもたちは苗植えや水やりなどの
作業を体験し、食に関心を高め、食材を
育ててくれた人や、料理を作ってくれた
人への感謝の心を育んでいます。
写真：（西吉野幼稚園：３月 19日撮影）

草引きも自分たちで

「大きくなってね」 と水やり

ミミズ見つけた！小さな
生き物ともふれ合います。
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平成 26 年 3月 五條市議会 第 1回定例
会において、太田市長が今年度の五條
市をどのように運営するかを示す「施
政方針 」を発表しました。その概要を
市民の皆さんにお知らせします。

平成 26年度
施施政運営方針

～はじめに～

　　市の財政状況は、人件費、公債費等の歳

出の抑制と、国の経済対策により財政指標は

改善に向い、地方債残高も減少を続けるなど

継続的に改善しています。

　しかし、市税収入の減少などにより、地方

交付税など国の財源措置等の影響を大きく受

ける体質が強まっています。今後も、社会保

障関係費や公共施設等の維持、更新の経費の

増加など、平成２８年度以降に財源不足が続

くことが予測されます。

厳しい環境ですが、このようなときこそ市役

所が真に市民の皆様の役に立つ所として、理

解され、喜んでいただける市政運営に取り組

んでいかなければなりません。

　年頭に職員の『意識改革宣言』をしました。

職員と一丸となって、共に考え、共に進め、

共に達成の喜びを共有できる市政運営に取り

組むとともに、市長就任以来目指してきた「行

財政改革」、「住んでよかったまちづくり」、「元

気な五條市！」の実現にまい進します。

本

行財政改革

元気な五條市！

住んでよかった
まち

づくり

まずはできること
にスピード感を
もって取り組む。

市長就任時の喫緊の課
題に懸命に取り組む。
全国からの温かい支援
に応え、災害からの復
旧・復興を全力で。

ようやく伸びてきた
若枝を大切に育てる
ような、スピード感
とバランス感覚を
持った市政の推進。

＊大地に

  種をまく年

＊大地から新芽
    が芽吹く年

＊感謝の年

＊育む・育つ
＊行動の年

「太田市長市政運営のコンセプト」

１年目 ２年目 ３年目
４年目

* 成る年
為せば成るの「成る」、実が生
るの「生る」も同源です。
初心に戻り、大好きな「ふるさ
と五條市」のために働く喜びと、
市民の暮らしを守る重大な責務
を実感しながら、更なる取組を
進めます。

條
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施

條

行財政改革特
別
職
の
給
与
お
よ
び
退

職
金
の
削
減

黒
塗
り
の
特
別
職
専
用
車

を
廃
止

補
助
金
の
ゼ
ロ
か
ら
の
見

直
し

事
務
事
業
や
組
織
機
構
の

改
善

継続
して
進め
ます

住んでよか
った

まち
づくり

安心
して
住め
る子

育
て
環
境
を
充
実

子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化

県
と
連
携
し
て
南
和
の
医

療
環
境
の
充
実

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充

実小
中
学
校
の
耐
震
化
を
完

了関
係
団
体
と
災
害
時
支
援

協
定
を
締
結
。
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り





 

元気な五條市
市の
魅力
を発
信！本

市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
企
業
誘
致
を
促
進

日
本
一
の
柿
の
ま
ち
五
條
市

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
食
用
肉

と
し
て
売
り
込
む
な
ど
、
地

域
産
業
を
活
性
化

観
光
の
推
進

被
災
者
の
皆
様
が
一
日
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
復

旧
復
興






太
田
市
長
が
発
表
し
た
施
政
方
針

の
す
べ
て
の
内
容
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

五條市
ホームページ

新
年
度
の
重
点
施
策

が
発
表
さ
れ
ま
し
た

ふ
る
さ
と
の
復
旧
復
興
と

　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

紀
伊
半
島
大
水
害
や
昨
年
の
台

風
18
号
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
を

を
は
じ
め
、
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
奈
良
県

広
域
消
防
組
合
と
連
携
し
、
消
防

団
等
の
非
常
備
消
防
力
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
・
減
災
対
策
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
隊
駐
屯

地
の
誘
致
に
向
け
た
取
組
を
推
進
。

防
災
の
拠
点
と
な
る
市
役
所
庁
舎

の
整
備
に
向
け
た
取
組
も
推
進
し

ま
す
。

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
復
興

▼
宇
井
・
清
水
地
区
お
よ
び
辻
堂

地
区
で
、
被
災
者
の
改
良
住
宅

の
建
設
や
被
災
建
物
の
撤
去
等
、

災
害
復
興
に
着
手
。

▼
安
全
性
を
検
証
し
、
適
切
な
時

期
に
避
難
勧
告
等
の
解
除
を
検

討
。

▼
被
災
し
た
市
道
宇
井
線
の
改
良

工
事
。

▼
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
建

設
着
手
。

▼
多
目
的
広
場
・
鎮
魂
の
広
場
等

の
整
備
。

▼
復
興
を
目
的
に
、
特
産
品
の
生

産
・
販
売
の
振
興
と
地
域
の
風

土
・
歴
史
・
文
化
に
根
ざ
し
た

魅
力
を
発
信
す
る
「
な
ん
ゆ
う

祭
」
を
秋
に
開
催
。

台
風
18
号
等
の
災
害
復
旧

　

台
風
の
発
生
数
が
多
か
っ
た
昨

年
は
台
風
18
号
、
26
号
に
よ
り
、

市
道
や
河
川
に
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
復
旧
工
事
を
鋭
意
進

め
て
い
ま
す
。

▼
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
西
吉
野

支
所
に
自
家
発
電
設
備
を
整
備
。

取り組み①

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

４
つ
の
柱
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防
災
へ
の
取
組

　

水
害
や
巨
大
地
震
に
よ
る
災
害

か
ら
市
民
の
生
命
・
身
体
と
財
産

を
守
る
た
め
、
地
域
防
災
力
の
向

上
と
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

▼
県
と
連
動
し
て
、
本
市
の
地
域

防
災
計
画
、
地
区
別
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
。

▼
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
と
し

て
、
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無

線
の
整
備
を
推
進
。
本
年
度
は

設
計
業
務
を
行
い
、
次
年
度
以

降
で
工
事
を
施
工
予
定
。

▼
自
主
防
災
組
織
の
育
成
、
強
化

▼
災
害
時
の
避
難
に
支
援
が
必
要

な
皆
さ
ん
を
迅
速
に
避
難
さ
せ

る
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
シ

ス
テ
ム
を
導
入
。

▼
消
防
団
へ
の
加
入
を
推
進
。

陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
の
誘
致

　

政
府
予
算
案
に
自
衛
隊
の
展
開

基
盤
に
係
る
調
査
費
が
計
上
さ
れ

誘
致
の
実
現
が
一
歩
進
展
し
ま
し

た
。

▼
要
望
活
動
を
継
続
。
県
の
広
域

防
災
拠
点
整
備
に
も
積
極
的
に

協
力
し
ま
す
。

▼
奈
良
県
防
衛
協
会
五
條
支
部
が

３
月
１
日
に
設
立
。
広
く
自
衛

隊
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
組

を
計
画
し
ま
す
。

市
役
所
庁
舎
の
整
備

　

新
庁
舎
の
整
備
に
よ
り
、
巨
大

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
情
報

収
集
、
救
助
・
救
護
等
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

▼
合
併
特
例
債
の
期
限
で
あ
る
平

成
32
年
度
竣
工
に
向
け
、
事
業

を
進
め
る
予
定
で
す
。

住
み
続
け
た
い
、
訪
れ
た
い
と

　
　
　
　

思
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

誇
り
と
希
望
が
持
て
、
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
福
祉
・
医
療
の
重

要
課
題
に
対
処
し
な
が
ら
、
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
快
適
な
市
民
生

活
を
推
進
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す

る
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

▼
小
学
生
の
通
院
お
よ
び
中
学
生

の
入
院
ま
で
医
療
費
の
無
償
化

を
拡
充
。

地
域
公
共
交
通
網
の
充
実

　

さ
ら
に
利
便
性
の
高
い
、
地
域

に
密
着
し
た
公
共
交
通
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

▼
大
平
、
北
曽
木
地
区
、
大
澤
・

木
ノ
原
・
二
見
地
区
な
ど
、

公
共
交
通
の
無
か
っ
た
地
域

に
小
型
車
両
を
使
っ
た
運
行

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

　

市
道
の
安
全
点
検
に
よ
り
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
た
市
管
理
道
路
の
対

策
要
望
箇
所
の
約
７
割
が
、
工
事

施
工
中
ま
た
は
工
事
が
完
了
。
引

き
続
き
安
全
対
策
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

（
仮
称
）
五
條
総
合

　
　
　
　

体
育
館
建
設
事
業

　

平
成
27
年
８
月
に
和
歌
山
県
を

中
心
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
会
場
と

し
て
整
備
し
ま
す
。

▼
測
量
業
務
・
基
本
構
想
業
務
・

地
質
調
査
業
務
・
設
計
業
務

を
順
次
完
了
。
建
設
工
事
の

入
札
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
誘
致
の
促
進

　

災
害
の
リ
ス
ク
回
避
か
ら
内
陸

部
へ
の
立
地
が
注
目
さ
れ
、
京
奈

和
自
動
車
道
の
開
通
を
目
前
に
控

え
た
今
が
企
業
誘
致
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み

ま
す
。

▼
昨
年
度
は
北
宇
智
工
業
団
地
で

「
朝
日
ウ
ッ
ド
テ
ッ
ク
株
式
会

社
」
と
「
株
式
会
社
カ
ク
ダ
イ
」

の
２
社
が
操
業
を
開
始
。

五
條
市
食
肉
処
理

　
　
　
　

加
工
施
設
建
設

　

来
年
１
月
末
の
竣
工
を
目
指
し

て
建
設
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

観
光
産
業
の
充
実

　

本
市
の
魅
力
を
映
像
で
発
信
す

る
た
め
、
本
年
秋
に
「
第
２
回
五

條
映
像
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
す
る

た
め
調
整
し
て
い
ま
す
。

▼
昨
年
、
本
市
を
舞
台
に
撮
影
さ

取り組み②
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れ
た
映
画
を
、
カ
ン
ヌ
映
画
祭
、

な
ら
国
際
映
画
祭
で
紹
介
さ
れ

た
後
に
本
市
で
も
上
映
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
夢
と
志
を
も
っ
て

　

社
会
を
生
き
抜
く

　

人
間
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
全

育
成
を
支
援
し
、
創
造
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
人
材
に
成
長
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
推
進
。
効
果
的
で

効
率
的
な
教
育
環
境
の
整
備
と
教

育
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
生
徒
の
健
全
育
成

　

学
校
を
は
じ
め
市
民
一
人
ひ
と

り
の
い
じ
め
防
止
へ
の
意
識
を
高

め
、
い
じ
め
の
な
い
学
校
や
地
域

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
五
條
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
を
設
置
。
い
じ
め
問
題

解
決
に
向
け
て
関
係
機
関
が
情

報
交
換
し
、
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

▼
各
学
校
で
は
「
学
校
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
を
作
成
。

文
化
遺
産
の
保
護
と
そ
の
活
用

　

五
條
新
町
の
重
伝
建
地
区
で
は
、

歴
史
的
景
観
の
保
存
の
た
め
建
築

基
準
法
の
緩
和
を
行
っ
て
お
り
、

地
域
住
民
の
安
全
と
町
並
の
景
観

保
護
と
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
等
を
行
い
、

住
民
意
識
を
向
上
。

▼
地
区
独
自
の
防
災
計
画
の
策
定
。

将
来
の
市
政
運
営
を
支
え
る

　
　
　

行
財
政
改
革
の
推
進

　

事
務
事
業
の
検
証
・
評
価
を
徹

底
し
て
行
っ
た
上
で
、「
行
政
評

価
」
を
推
進
し
、
事
務
事
業
や
組

織
・
機
構
等
の
見
直
し
を
図
り
ま

す
。　

行
政
評
価
の
実
施

　
「
第
３
次
五
條
市
行
政
改
革
大

綱
」
お
よ
び
「
第
３
次
五
條
市
行

政
改
革
大
綱
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
行
政
評
価
を
実
施
。

▼
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
な
が

ら
一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
。

現
在
の
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

　

今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
効
果
的
に
推
進
し
、
行
政
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
市
役
所
の
組
織
の
機
構
改
革
を
行
い
ま

し
た
。

機
構
改
革
の
概
要

「
危
機
統
括
室
」を
新
設

市
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
災
害

等
に
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め

「
危
機
統
括
室
」を
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら

市
長
公
室
に

　
「
企
画
政
策
課
」を
新
設

　

政
策
立
案
の
充
実
・
強
化
等
を

図
る
た
め「
企
画
政
策
課
」を
設

置
し
ま
し
た
。

総
務
部
に「
地
域
政
策
課
」

　
　
　
　
「
管
財
課
」を
新
設

　

自
治
会
活
動
等
の
更
な
る
推

進
等
を
図
る
た
め「
地
域
政
策

課
」を
設
置
。老
朽
化
が
進
む
公

共
施
設
の
適
切
な
管
理
等
を
推

進
す
る
た
め「
管
財
課
」を
設
置

し
ま
し
た
。

都
市
整
備
部
に

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

「
公
園
緑
地
課
」を
新
設

　

多
様
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
等
に
対
応
す
る
た
め「
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
」を
設
置
し
、公

園
管
理
部
門
を
主
と
し
た「
公
園

緑
地
課
」を
設
置
し
ま
し
た
。

※

課
の
再
編
に
よ
り
、「
ふ
る
さ
と

創
造
課
」
お
よ
び
「
都
市
計
画
課
」

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。「
ふ
る

さ
と
創
造
課
」
の
業
務
は
、
主
に

「
企
画
政
策
課
」
お
よ
び
「
地
域

政
策
課
」
に
、「
都
市
計
画
課
」

の
業
務
は
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
お
よ
び
「
公
園
緑
地
課
」
に

引
き
継
が
れ
ま
す
。

  

（
組
織
機
構
図
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す
。）

■
問
合
先　

企
画
政
策
課

取り組み③

取り組み④

課
の
再
編

部
の
再
編

▼
事
務
事
業
の
見
直
し
や
一
層
の

効
率
化
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財

源
と
人
員
の
中
で
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
行
政
経
営
が
行
え
る

よ
う
努
め
ま
す
。

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新

　

市
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

「
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
番
号

制
度
へ
の
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
経
費
削
減
の
た
め
更
新
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
年
内
に
デ
ー
タ
移
行
作
業
等
を

済
ま
せ
、
来
年
１
月
の
新
シ
ス

テ
ム
稼
働
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

住

んで
良かっ

たと思える元気なまち
に
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こ
の
度
、
五
條
地
区
更
生
保
護

女
性
会
（
福
井
絢
子
会
長
）
は
、

紀
伊
半
島
大
水
害
で
被
災
し
て
仮

設
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん

に
、
ひ
な
人
形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
人
形
は
、
更
生

保
護
女
性
会
の
会
員
が
一
つ
ひ
と

つ
手
作
り
で
製
作
し
た
も
の
で
す
。

福
井
会
長
は
、「
可
愛
い
ひ
な
人

形
を
見
て
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の

心
が
少
し
で
も
癒
さ
れ
れ
ば
」
と

期
待
を
述
べ
、
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
手
渡
し
ま
し
た
。

柿を通して郷土愛を育む

西吉野中学校が

文部科学大臣から表彰

チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
４

３
２

　

今
回
で
28
回
目
と
な
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
４
が

上
野
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
町
通
り
や
五
新
鉄
道
跡
を
通

り
、賀
名
生
ま
で
向
か
う
往
復

１
９
．８
キ
ロ
の
新
し
い
コ
ー

ス
に
総
勢
５
８
５
人
の
参
加
者

が
挑
戦
。小
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
候
で
し
た
が
、沿
道
か

ら
の
温
か
い
声
援
を
受
け
な
が

ら
５
２
８
人
が
完
歩
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
９
．
８
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦

２
24

五條地区更生保護女性会

紀伊半島大水害被災者に
「ひな人形」を届けました

　

西
吉
野
中
学
校
が
、
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
中
学
校
で
は
地
元
Ｊ
Ａ
な
ど
と

連
携
し
、「
カ
ッ
キ
ー
タ
イ
ム
」
と
名

付
け
た
学
習
を
実
施
。
富
有
柿
の
栽

培
実
習
か
ら
販
売
体
験
な
ど
、
地
域

の
学
習
素
材
「
柿
」
を
通
し
た
取
り

組
み
が
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
学
校
」

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

太
田
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
っ

た
栗
山
浩
校
長
は
、「
今
後
も
郷
土
へ

の
愛
情
を
育
み
、
地
域
の
活
性
化
へ

貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

心
の
あ
た
た
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
中
継
地
点
の
賀
名
生
の
里
で
ス
タ
ン
プ
を
押
印
。

太田市長に受賞の報告をした栗山校長と西尾教頭

２
17

参
加
者
は
元
気
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
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平
成
25
年
五
條
市
議
会
12
月

定
例
会
に
お
い
て
、
樫
内
成
吉

氏
が
副
市
長
に
選
任
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
樫
内
氏
は
五
條
市
教

育
委
員
会
事
務
局
教
育
部
長
、

五
條
市
市
長
公
室
長
を
務
め
、

現
職
に
至
り
ま
す
。

樫
内 

成
吉 

氏
、副
市
長
に
選
任

　

市
内
の
企
業
の
事
業
内

容
を
知
り
、
地
元
で
の
就

職
を
支
援
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
中
央
公
民
館
で

「
五
條
市
就
職
応
援
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
奈
良
県
高
田
し

ご
と
ｉ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
や
、
市
内
や
近

隣
の
企
業
・
事
業
所
11
社

が
参
加
し
て
企
業
合
同
説

明
会
を
実
施
。
参
加
者
は

就
職
活
動
で
の
心
構
え
を

学
び
つ
つ
、
企
業
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

〜
樫
内
副
市
長

　
　

ご
あ
い
さ
つ
〜

　

こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
を
も

ち
ま
し
て
五
條
市
副
市
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責
を
十

分
に
自
覚
し
、
35
年
余
り
の
行
政

経
験
を
基
に
、
市
民
の
た
め
に
誠

心
誠
意
丁
寧
に
職
務
を
遂
行
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご

撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
市
民
会
館

で
人
権
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
家
田
荘
子
さ
ん
（
高
野
山
真

言
宗
僧
侶
、
作
家
）
に
「
一
緒
に
生

き
て
い
き
ま
し
ょ
う
〜
あ
な
た
の
愛

を
求
め
て
い
ま
す
〜
」
と
題
し
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
私
は
小
学
校
の
時
、
い
じ
め
に

遭
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
誰
に

も
相
談
す
る
事
が
で
き
ず
、
い
じ
め

っ
子
た
ち
に
言
わ
れ
る
通
り
、
自
殺

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
も
し
か
し
た

ら
今
、
私
の
よ
う
に
人
に
相
談
で
き

ず
、
一
人
で
も
が
い
て
い
る
子
供
や

大
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
人
た
ち
に
廻
り
の
人
が
気
づ

い
て
あ
げ
て
、
声
を
か
け
て
、
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
挨
拶
を
も
っ
と
も

っ
と
広
め
、
会
話
を
し
、
悩
ん
で
い

る
人
を
救
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。」

と
参
加
者
に
よ
び
か
け
ま
し
た
。

２
16

家
田　

荘
子
さ
ん
が
講
演

作
家
・
僧
侶

五條市就職応援フェアを開催
地域の若者や求職者の就職を応援

　

参
加
者
は
「
就
職
へ
の
第

１
歩
と
し
て
勉
強
に
な
っ

た
」「
よ
り
多
く
の
企
業
の

説
明
を
聞
い
て
み
た
い
」
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
五
條
市
議
会
12
月
定
例
会
で
選
任
同
意

か
し
う
ち　

せ
い
き
ち

一
緒
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う

〜
あ
な
た
の
愛
を
求
め
て
い
ま
す
〜

４
１～

合
同
説
明
会
に
は
11
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

「
言
い
た
く
て
も
言
え
な
い
経
験
を
し
て
い
る
人
々
が
沢
山
い
る
」
と
訴
え
た
家
田
さ
ん

「
行
政
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
樫
内
副
市
長
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こ
の
度
、
五
條
西
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
は
、
85
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
県
大
会
で
優
勝
を
納
め
、
３
月
26

日
、
27
日
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
た

近
畿
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優

勝
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

先
立
ち
、
９
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

員
の
皆
さ
ん
が
教
育
委
員
会
に
出
場

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。
堀
内
教
育
長

を
前
に
キ
ャ
プ
テ
ン
の
古
谷
優
芽
さ

ん
は
「
小
柄
な
チ
ー
ム
な
の
で
、
し

っ
か
り
ひ
ろ
っ
て
つ
な
ぐ
自
分
達
の

バ
レ
ー
で
勝
ち
進
み
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

楽しみながら人権を理解しよう

なら・ヒューマン
　フェスティバル

10
13

３
８

　

県
内
の
37
市
町
村
が
参
加
し

て
、馬
見
丘
陵
公
園
（
河
合
町
）

で
第
９
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
條
市
か
ら
は
１
月
に
実
施
さ

れ
た
吉
野
川
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大

会
で
選
ば
れ
た
12
人
が
出
場
。

全
37
市
町
村
中
第
３
位
入
賞
を

果
た
し
、
３
月
18
日
に
は
市
長

室
に
結
果
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

太
田
市
長
は
「
素
晴
ら
し
い
成

績
。
こ
れ
か
ら
も
目
標
を
持
ち

続
け
て
が
ん
ば
っ
て
」
と
選
手

に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。

１
27 近畿中学生バレーボール

　　選抜優勝大会に出場

五條西中学校バレーボール部

　

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
、
人

権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

第
19
回
な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
に
よ
っ
て
被
曝
し
た
歌
手
、

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
の
歌
や

五
條
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
五
條
東

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
描
い

た
絵
画
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
参
加
者

は
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

五
條
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
が
演
奏
を
披
露

総
合
第
３
位
（
市
の
部
門
第
３
位
）

　

田
原 

睦
美
さ
ん
（
牧
野
小
６
年
）

　

井
上 

瑞
樹
く
ん
（
五
條
小
６
年
）

　

前
田 

七
海
さ
ん
（
牧
野
小
６
年
）

　

関
谷 

竣
介
く
ん（
西
吉
野
小
６
年
）

　

中
上 

七
海
さ
ん（
西
吉
野
小
６
年
）

　

尾
﨑 

賢
太
く
ん
（
宇
智
小
６
年
）

　

佐
竹 

彩
奈
さ
ん
（
阿
太
小
６
年
）

　

中
原 

優
人
く
ん（
阪
合
部
小
５
年
）

　

石
本 

隼
都
く
ん
（
野
原
小
５
年
）

　

福
留 

涼
平
く
ん（
阪
合
部
小
５
年
）

　

阪
本 

い
つ
か
さ
ん（
牧
野
小
５
年
）

　

保
田 

莉
奈
さ
ん
（
牧
野
小
５
年
）

〜
区
間
賞
〜

　

田
原 

睦
美
さ
ん
（
１
区
第
２
位
）

　

前
田 

七
海
さ
ん
（
３
区
第
１
位
）

　

佐
竹 

彩
奈
さ
ん
（
７
区
第
３
位
）

〜
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
〜

　

阪
本 

い
つ
か
さ
ん（
女
子
第
２
位
）

市町村対抗
子ども駅伝大会 総合３位

五條市代表選手が好成績を収めました

　

五
條
市
と
近
隣
の
市
町
村
在

住
の
小
学
生
が
参
加
し
て
、
第

２
回
御
勢
杯
柔
道
大
会
が
中
央

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
低
学
年
と
、
高
学
年
に

分
か
れ
て
団
体
戦
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市

内
在
住
の
葛
本
颯
太
郎
く
ん
（
写

真
右
か
ら
二
番
目
）
が
優
秀
な

選
手
に
贈
ら
れ
る
「
市
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
一
層

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

柔
道
を
通
し
て

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

２
23御

勢
杯
柔
道
大
会
が

　

開
催
さ
れ
ま
し
た

第
２
回

奈
良
県
代
表
と
し
て
近
畿
大
会
の
舞
台
に

優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん

市長室に結果報告に訪れた選手の皆さん
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ニュース

Gojo Photo News

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、

五
條
市
消
防
本
部
で
は
株
式
会

社
十
川
ゴ
ム
奈
良
工
場
（
三
在

町
）
で
消
防
総
合
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
訓
練
は
工
場
内
か
ら

出
火
し
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る

想
定
で
行
わ
れ
、
工
場
職
員
に

よ
る
通
報
、
初
期
消
火
、
避
難

誘
導
、
応
急
救
護
な
ど
、
有
事

に
す
べ
き
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
消
防
職
員
、
消
防
団

員
は
消
火
活
動
、
救
助
活
動
な

ど
、
事
業
所
と
連
携
し
て
円
滑

な
消
防
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
８
回
五
條
市
西
吉
野
ふ
れ
あ

い
文
化
祭
が
西
吉
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
で
は
郷
土
芸
能
保
存

会
が
「
や
っ
ち
ょ
ん
踊
り
」、「
西

吉
野
音
頭
」
を
披
露
し
た
ほ
か
、

西
吉
野
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
の

劇
や
和
太
鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
の
展
示
部
門
で

は
子
ど
も
た
ち
の
書
道
や
絵
画
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
盆
栽
な
ど
の
力

作
が
展
示
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

２
22

咲
か
せ
よ
う
、
文
化
の
花
を
い
つ
ま
で
も

五
條
市
西
吉
野
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

３
10㈱

十
川
ゴ
ム
奈
良
工
場
で

　
　
　

   

消
防
訓
練
実
施

春
の
火
災
予
防
運
動

　

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
拠
点

施
設
、
新
消
防
庁
舎
が
完
成
し
、
本

格
的
な
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
関
係
者
を
招
い
て
五
條
市
消
防
本

部
・
五
條
消
防
署
新
庁
舎
運
用
開
始

式
が
行
わ
れ
、
消
防
職
員
が
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
飲
料
水
兼
用
の
貯
水
槽
や
自
家
発
電
設
備
を
備
え
て
お

り
、
ま
た
、
救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
な
ど
最
新
の
設
備
を
備
え

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
広
域
消
防
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
庁
舎
は
南

和
地
域
の
防
災
、
救
急
活
動
の
拠
点
と
し
て
地
域
を
守
り
ま
す
。

南和地域の防災の拠点

新消防庁舎の運用を開始
３
１

地域の子どもたちも職員と交流 運用開始式には多くの地域の皆さんが参加しました

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
た
消
防
職
員

事
業
所
と
連
携
し
た
円
滑
な
消
防
活
動

会
場
に
は
お
茶
席
も
用
意
さ
れ
ま
し
た

会
場
を
な
ご
ま
せ
た
西
吉
野
幼
稚
園
児
の
劇

西
吉
野
救
急
出
張
所
も

運
用
を
開
始
し
ま
し
た

　

３
月
29
日
か
ら
、
西
吉
野
救

急
出
張
所
（
西
吉
野
町
城
戸
）

も
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。西吉野救急出張所も運用開始

9 Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



カルムのひろば

２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る…

早
期
発
見
す
れ
ば
治
る
率
も
高
い…

や
っ
ぱ
り
受
け
な
き
ゃ
。が
ん
検
診
。

「元気だし、大丈夫」  「忙しいし、健康のことなんて」

・・・と思っていませんか？

「がん」の初期には、自分で気づける症状はほとんどありません。

だから、気づいたときには、がんが進行していることもあります。

 そこで、大事になるのが「がん検診」

 検診で見つけられるがんの7割は早期がんです。

早期がんは、進行した場合と比較して治療効果が大きく異なります。

がん検診を受診しましょう

が
ん
検
診
な
ら
、

カ
ル
ム
五
條
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

五
條
市
が
実
施
す
る
「
が
ん
検
診
」
は
、
費
用
も

割
安
で
と
て
も
お
得
で
す
。
土
曜
日
や
日
曜
日
の

検
診
や
、
セ
ッ
ト
で
受
診
可
能
な
検
診
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
検
診
の
事
な
ら
、
気
軽
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

五條市がん検診
ホームページ

☎
２
２
・
４
０
０
１
（
内
線
２
９
０
）
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カルムのひろば

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
た
手
順
に
従
っ
て
、
年
齢
な
ど
か
ら
、
皆

さ
ん
に
有
効
な
検
診
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

40歳以上
の皆さんには

胃がん
大腸がん
肺がん
乳がん検診

カ
ル
ム
五
條
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
５
種
類

20歳以上
の皆さんには

子宮けい部
　がん検診

胃
が
ん
検
診

　

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
は
２
人
以
上
の
先
生

に
診
て
も
ら
い
判
定
し
て
い

ま
す
。

五條市の受診率 　６．１％
（Ｈ24 年度調べ）

受診者数
８２３人

再検査が必要だった人 26人

８
２
３
人
の
受
診
者
の

う
ち
、
再
検
査
が
必
要

だ
っ
た
人
は
26
人
。
こ

の
年
度
は
、
が
ん
と
判

定
さ
れ
た
人
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

（Ｈ24 年度調べ）

肺
が
ん
検
診

　

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
２
人
以
上
の

先
生
に
み
て
も
ら
い
判
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
人
は
肺
が

ん
検
診
資
格
を
持
っ
て
い
る
専
門

の
先
生
で
す
。

五條市の受診率 　７．６％
（Ｈ24 年度調べ）

再検査が必要だった人 25人

１
０
２
７
人
の
受
診

者
の
う
ち
、
再
検
査

が
必
要
だ
っ
た
人
は

25
人
。
再
検
査
の
結
果
、

３
人
が
が
ん
と
判
定

さ
れ
ま
し
た
。

（Ｈ24 年度調べ）

がんと判定された人　    3 人

受診者数
１０２７人

受診率（受診者数／対象者数）

受診率（受診者数／対象者数）大
腸
が
ん
検
診

　

２
日
分
の
便
を
と
り
、

そ
の
中
に
血
が
混
じ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る

検
査
で
す
。

五條市の受診率 １４．９％
（Ｈ24 年度調べ）

再検査が必要だった人 101 人

２
０
２
６
人
の
受
診
者

の
う
ち
、
再
検
査
が
必

要
だ
っ
た
人
は
１
０
１

人
。
再
検
査
の
結
果
、

９
人
が
が
ん
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。

（Ｈ24 年度調べ）

がんと判定された人    　  9 人

受診者数
２０２６人

受診率（受診者数／対象者数）

乳
が
ん
検
診

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
い
う
機
械

を
使
い
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
行
い
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

は
２
人
の
乳
が
ん
専
門
の
先
生
に

診
て
も
ら
い
判
定
し
ま
す
。
２
年

に
１
回
の
検
査
で
す
。

五條市の受診率 １９．５％
（Ｈ24 年度調べ）

再検査が必要だった人 62人

７
８
８
人
の
受
診
者
の

う
ち
、
再
検
査
が
必
要

だ
っ
た
人
は
62
人
。
再

検
査
の
結
果
、
４
人
が

が
ん
と
判
定
さ
れ
ま
し

た
。

（Ｈ24 年度調べ）

がんと判定された人　    4 人

受診者数
７８８人

受診率（受診者数／対象者数）
子
宮
け
い
部
が
ん
検
診

　

子
宮
の
入
口
の
細
胞
を
綿
棒
な

ど
で
こ
す
り
、
検
査
し
ま
す
。
20

歳
か
ら
出
来
る
検
診
で
す
。
乳
が

ん
と
同
様
に
、
２
年
に
１
回
の
検

査
で
す
。五條市の受診率 ２１．０％

（Ｈ24 年度調べ）

再検査が必要だった人 7 人

９
４
５
人
の
受
診
者
の

う
ち
、
再
検
査
が
必
要

だ
っ
た
人
は
７
人
。
再

検
査
の
結
果
、
が
ん
と

判
定
さ
れ
た
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

（Ｈ24 年度調べ）

がんと判定された人　 0 人

受診者数
９４５人

受診率（受診者数／対象者数）

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

五
條
市
民
の
検
診
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
全
国
的

に
み
る
と
受
診
す
る
人
の
割
合
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

早期発見、早期治療が大切です。精密検査が必要と判断されたら、必ず医療機関で検査を受けましょう。
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切り取って保管しましょう

カルムのひろば

▼午前９時から午後４時まで

▼保険証を持参してください

▼診療は急病患者の応急処置に限ります

★応急を要する
　軽易な内科と小児科の診療
　五條市応急診療所
　☎２４・００９９
　（本町３丁目１－１３）
▼診療日時　土・日・祝日
　午後６時～午前０時 
　受付：午後 11時 30分まで

４月・５月  五條市休日救急診療（在宅当番医制）医師当番表

県立五條病院医事課　 ☎２２・１１１２

五條病院からの
お知らせ「４月１日から医療費が改定されました」

▼
医
療
費
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
は
、２
年
に
１
度
の

医
療
費（
診
療
報
酬
）の
改
定

の
年
で
す
。４
月
か
ら
病
院
窓

口
で
の
一
部
負
担
金
が
変
わ

り
ま
す
。

▼
前
期
高
齢
者（
70
歳
〜
74
歳
の

方
）の
医
療
費
に
つ
い
て

　

一
般
所
得
者
の
窓
口
負
担
は
、

４
月
１
日
か
ら
２
割
負
担
に

な
り
ま
す
。（
既
に
70
歳
〜
74

歳
の
人
は
そ
の
ま
ま
で
、新
た

に
70
歳
に
な
る
人
が
対
象
で

す
）

▼
高
額
療
養
費
制
度
・
限
度
額
適

用
認
定
証
に
つ
い
て

　

入
院
診
療
や
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
、１
か
月
の
窓
口
負

担
が
一
定
額
以
上（※

）に
な

る
場
合
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」を
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ

と
で
、同
一
医
療
機
関
で
の
同

一
月
の
保
険
内
診
療
分
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
と
な
り
ま
す
。（
入
院
・
外

来
・
歯
科
別
）

※

自
己
負
担
の
上
限
額
は
年
齢
や
所

得
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
、五
條
病
院
医
事
課
窓
口

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問合先　保健福祉センター　成人保険係　本庁 ( 内線２９０)

4月 6日（日） 13 日 (日) 20日（日） ２７日（日） 

五條1丁目７－５ 
辻田クリニック 
☎２５・４１４５ 

中之町１７７１－３３ 
杉﨑医院 

☎２４・０００３ 

五條3丁目２－２０ 
中西クリニック 
☎２５・２７６０ 

今井2丁目２－１２ 
岩井内科 

☎２６・１２１２ 

２９日（火） 

須恵2丁目６－２１ 
足立医院 

☎２５・３９３９ 

５月 ３日（土） ４日（日） ５日（月） ６日（火） 

岡口１丁目２－２２ 須恵 2丁目１－２５ 中之町１６１７－１ 窪町１２６－１ 

右馬医院 山田医院 田畑医院 前防医院 
☎２２・２２８１ ☎２２・２０３９ ☎２５・１２１１ ☎２２・２０７２ 

１１日（日） １８日（日） ２５日（日） 

野原西４丁目４－３ 新町２丁目３－８ 今井４丁目１－１６ 

中谷内科医院 槇野医院 ひらい内科ｸﾘﾆｯｸ 
☎２２・３６８３ ☎２２・２００４ ☎２５・５５２５ 

　

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
生

活
、
心
の
問
題
に
関
係
機
関
が
連
携
し

て
取
り
組
も
う
と
、
五
條
市
思
春
期
保

健
対
策
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
学

校
保
健
会
、
学
校
教
育
課
、
子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
校
園
長
会
、
養
護

部
会
、
P
T
A
連
合
会
、
民
生
児
童
委

員
連
合
会
、
助
産
師
会
、
吉
野
保
健
所
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
初

め
て
の
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

関
わ
る
問
題
を
話
し
合
い
、
関
係
機
関

が
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
に
楽
し
く
育
児
に
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
開
催
し
て
い
る
「
パ
パ
サ
ロ
ン
」。

カ
ル
ム
五
條
を
会
場
に
、
８
組
の
親
子
が
参

関係機関が連携して
子どもたちをサポート

五條市思春期保健対策委員会を設立

加
し
て
「
ひ
な
祭

り
」
に
ち
な
ん
だ

料
理
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
も
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に

料
理
や
工
作
に
取

り
組
み
、
楽
し
く

休
日
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

休
日
は
パ
パ
と
遊
ぼ
う

パ
パ
サ
ロ
ン
で
楽
し
く
育
児
参
加

２
24

２
23

12カルムのひろば



奈
良
県
広
域
消
防
組
合
発
足

4
1～

　

奈
良
市
、
生
駒
市
を
除
く
37
市
町
村
・
11
消
防
本
部
を
一
つ

に
統
合
し
、
４
月
１
日
に
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

災
害
や
事
故
の
多
様
化
、
大
規
模
化
や
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
、
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
消

防
本
部
の
管
轄
範
囲
を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
で
高

度
な
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

よ
り
効
率
的
で
、
高
度
な
消
防
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

　

広
域
化
し
て
も
、
現

在
の
五
條
消
防
署
や

大
塔
分
署
な
ど
の
配

置
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

１
１
９
番
は
、
今
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
五

條
消
防
署
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▼
名
称

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

▼
消
防
本
部
の
位
置

　

橿
原
市
慈
明
寺
町

  

（
現
中
和
広
域
消
防
組
合

の
位
置
）

▼
組
合
の
規
模

　

奈
良
市
と
生
駒
市
を
除

く
37
市
町
村
で
構
成

▼
管
轄
人
口

　

約
90
万
人

▼
管
轄
面
積

　

約
３
３
６
１
㎢

▼
職
員
数

　

約
１
２
０
０
人

奈
良
県
広
域

消
防
組
合
の
概
要

消防広域化によるメリット
①通報段階から必要な規模の出動が迅速にできる。

②従来の管轄区域が無くなるため、応援要請に要する時間を短縮できる。

③人員が増えることにより、救急や予防など専門知識を持った職員を増員できる。

消防ＴＯＰＩＣＳ 奈良県広域消防組合
五　條　消　防　署　 消防トピックス☎２２・３３１０

危
険
物
取
扱
者
お
よ
び

消
防
設
備
士
試
験
の
案
内

平
成
26
年
度

危険物取扱者試験（全類）消防設備士試験

※持参による受付は平日のみ
■試験会場
▼5月　天理大学（天理市杣之内町 1050）
▼8、11、2月　天理教おやさとやかた東右第四棟
（天理市布留町 200）

※持参による受付は平日のみ
■試験会場　天理教おやさとやかた東右第四棟（天
理市布留町 200）　

※試験案内・受験願書等は、五條消防署、県消防救急課、
消防試験研究センター奈良県支部で配布します。

※受験申請はインターネットでもできます。消防試験研究
センターホームページwww.shoubo-shiken.or.jp からア
クセスしてください。（資格証明、科目免除、複数受験
の場合を除く）

■申込・問合先　消防試験研究センター奈良県支部
　☎０７４２・２７・５１１９
　〒630-8301 奈良市高畑町 1116-6 なら土連会館 3階

 試 験 日 願書受付期間 

 6月 22日（日） 5月 7日（水）～14日（水） 

 9月 23日（火・祝） 8月 8日（金）～15日（金） 
 12月 23日（火・祝） 11月13日（木）～20日（木） 

試 験 日 願書受付期間 

5月 18日（日） 4月 4日（金）～11日（金） 

8月 24日（日） 7月 4日（金）～11日（金） 

11月 23日（日・祝） 10月 6日（月）～14日（火） 

2月 22日（日） 1月 14日（水）～21日（水） 
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国 際 交

流

E x c h ange
I n ternational

　　People often ask me about what kind of Japanese food 
is popular in America. Japanese food has an image of being 
healthy and has become increasingly popular. Good 
nigirizushi is still considered as a bit of a delicacy. 
Meanwhile, some very creative makizushi have become 
trendy, such as the rainbow roll (with many kinds of fish 
and avocado), the dragon roll (with tempura), and 
vegetarian rolls (with different vegetables like mushrooms 
and pine nuts). Some of them I must admit, are hit and 
miss. Restaurants will often create Japanese-Western 
fusions to give customers a small taste of Japan, but is still 
suited to an American palate. Examples include teriyaki 
chicken or yakisoba pasta salad. This is similar to Japan’s 
hamburger or ketchup spaghetti ‒ both of which are quite 
different from their Western counterparts.  
　　Depending on where you live, there are Asian 
supermarkets where dashi, Pocky, soba, rice, and even 
natto, among other things can be bought ‒ albeit at a 
higher price. Areas with larger Asian and Asian American 
populations tend to have more Japanese food available. 
However, there are some Japanese foods that now appear 
in most supermarkets. Examples include rice crackers 
(senbei), tofu, green tea, edamame, and sushi. Generally, 
store-bought sushi is simple makizushi, like a California 
roll. Instant ramen is still very popular and recently, I have 
begun to see udon. In frozen yogurt and ice creams shops, 
small balls of mochi can be added as a topping. In addition, 
green tea can be found easier due to the health boom. 
However, sometimes the bottled teas are sweetened or 
have lemon flavoring. Shocking! Matcha similarly has been 
starting to make an appearance in American cuisine. 
　　One thing that really surprised me though, was when I 
was served edamame as a free appetizer in a bar. Another 
surprise for me is popularity of the bento box. Some 
Americans now pack a bento for lunch everyday to enjoy 
many types of food and have balance while keeping 
portions small. There are many books and websites 
dedicated to bento recipes. I hope that this interesting 
trend continues in America! 

　私はよく、アメリカではどんな日本料理が人気があるか
と聞かれます。日本食は健康的なイメージがあり、ますま
す人気が出てきています。上等なにぎり寿司が依然として
珍味とされている一方、工夫を凝らした巻き寿司が流行し
つつあります。レインボー・ロール（色んな魚とアボカド
の巻き寿司）、ドラゴン・ロール（天ぷらの巻き寿司）、
ベジタリアン・ロール（キノコや松の実など、色々な野菜
の巻き寿司）などです。これらには、当たり外れがあると
私は思います。レストランは、日本と西洋の融合物を作り
出し、お客に少しでも日本の味を試してもらおうとします
が、それは依然としてアメリカ料理に合わせて作られてい
るのです。例えば、「照り焼きチキン」や「焼きそばパス
タ・サラダ」などがそうです。日本の「ハンバーガー」や
「ケチャップ味のスパゲティ」などが、西洋のそれらとは
大きくかけ離れているのと同じです。
　住んでいる地域にもよりますが、アジア系の商品を取り
扱うスーパーもあります。そこでは、だし、ポッキー、そ
ば、米や納豆まで、値段は高いですが買うことができます。
アジア人とアジア系アメリカ人の人口が高い地域のスーパ
ーでは、さらに多くの日本の食品が取りそろえられていま
す。また、せんべい、豆腐、緑茶、枝豆、寿司などは、最
近ではほとんどのスーパーで売られています。スーパーの
お寿司は、たいていがカリフォルニア・ロールのようなふ
つうの巻き寿司です。即席ラーメンは相変わらず人気があ
り、最近ではうどんも目にすることがあります。フローズ
ン・ヨーグルトやアイスクリームなどのお店では、トッピ
ング（料理や菓子の仕上げに、調味や飾りのためにのせる
もの）として、小さなお餅の粒がおかれています。健康ブ
ームのおかげで、緑茶は簡単に見つけられます。しかし、
ボトル入りのお茶は、甘味やレモンの風味をつけられてい
たりします。驚きです！抹茶もアメリカ料理に使われるよ
うになりました。
　あるバーで、おつまみの枝豆がサービスで提供されたの
には本当にびっくりしました。また、（日本の）お弁当に
人気が集まっていることにも驚きです。毎日昼食にお弁当
を作り、栄養のバランスがとれた色々なおかずを少しず詰
めて楽しむアメリカ人もいます。本やウェブサイトでも、
お弁当の作り方がたくさん掲載されています。この興味深
い流行がアメリカで続きますように！

“ America’s take on Japanese food ” “ アメリカの日本食のとらえ方 ”

英語
コミュ

ニケー
ション

第 60 回

“Hit-and-miss”　
「上手く行くこともあるが、そうでないこともある」「よい結果や成功が確実ではない」

こんに
ちは、　

ジェニ
ファー

 マイヤ
ースで

す

 （例）Weather forecasting used to be a very hit-and-miss affair. 　天気予報は当たり外れがよくあるものだった。
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図書館
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図
書
館
だ
よ
り

お
ス
ス
メ
新
刊
紹
介
し
ま
す
！

４ 月

「
生
き
る
力
、
絵
本
の
力
」

　
　
（
柳
田　

邦
男
／
著　

岩
波
書
店
）

　

読
み
手
の
状
況
や
人
生
経
験
に
応

じ
て
、
深
い
意
味
を
発
見
で
き
る
絵

本
。
絵
本
で
生
き
る
力
を
取
り
戻
し

た
人
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
絵
本

の
可
能
性
に
つ
い
て
語
る
。

「
47
都
道
府
県

　

方
言
キ
ャ
ラ
絵
本　

西
日
本
」

　
（
た
か
い
よ
し
か
ず
／
作
・
絵　

国
土
社
）

　
「
は
し
か
い
」「
こ
ま
い
」「
お
ー
き

に
」…

。
西
日
本
各
地
の
方
言
を
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
紹
介
し
ま

す
。
自
慢
の
ご
当
地
グ
ル
メ
も
掲
載
。

そ
の
他
新
刊  

〜
子
ど
も
の
本
〜

★
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
し
ょ
う
が
っ
こ
う

　
（
か
こ
さ
と
し
／
作
・
絵　

偕
成
社
）

そ
の
他
新
刊  

〜
大
人
の
本
〜

★
と
ろ
み
の
料
理
帖 

　
（
魚
柄 

仁
之
助
／
著　

池
田
書
店
）

★
親
と
子
で
学
ぶ
算
数
入
門 

数
と
計
算
の

し
く
み
か
ら
関
数
の
初
歩
ま
で

　
（
遠
山 

啓
／
著 

S
B
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ)

★
さ
ら
ば
ス
ペ
イ
ン
の
日
日

　
（
逢
坂 

剛
／
著　

講
談
社
）

★
あ
の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
こ
う
し
て
生
ま
れ

た
！ 

第
１
巻　

ル
ン
バ
・
S
u
i
c
a

ほ
か　
（
エ
ス
プ
レ
／
編
著　

汐
文
社
）

★
和
食
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本 

３  

懐
石

料
理
を
知
ろ
う　
（
服
部 

幸
應　

服
部 

津
貴
子
／
監
修　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

★
お
は
な
し
会　

４
月
28
日（
月
）

　

２
時
〜
２
時
30
分

  （
図
書
館
２
階
え
ほ
ん
の
へ
や)

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３

　
（
水
曜
休
館
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
館
内
の
端
末

で
図
書
館
所
蔵
資
料
の
検
索
や
本

の
予
約
、照
会
、更
新
が
で
き
ま
す
。

利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す
の
で

図
書
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

井
田
有
希
の

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
手
紙

✉ 第
10
通
（
文
・
写
真
） 

井
田　

有
希 （
い
だ　

ゆ
き
）　

五
條
市
西
吉
野
町
出
身
の
23
歳
。「
世
代
を
超

え
て
多
く
の
人
に
日
本
語
を
教
え
た
い
」と

J
I
C
A
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
。ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
ジ
ャ
カ
レ
イ

日
本
語
学
校
で
日
本
語
教
師
と
し
て
勤
務
中
。

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
！ 

今
回

は
い
く
つ
か
有
名
な
ブ
ラ
ジ
ル
料

理
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。あ

ま
り
日
本
人
に
は
馴
染
み
が
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フェイジョアーダ

　まず代表的なのが、このフェイ
ジョアーダです。家庭でもレスト
ランでもよく食べられています。
豆を玉ねぎやニンニク、様々な部
位の肉といっしょに煮こんだもの
で、油で炒めた後に炊くブラジル
風のお米にかけて食べます。

　やっぱりブラジルといえば、
お肉です！ブラジル風の焼肉、
シュラスコは週末や何かの集ま
りの時には必ずといっていいほ
ど食べられます。とてもボリュ
ーミーなお肉を、塩でしっかり
味をつけていただきます。

シュラスコ

　町中にはたくさんの小さなカ
フェがあるのですが、そのよう
なところには必ずホットスナッ
クのようなものがおかれていま
す。例えばこのコシーニャ。こ
れはコロッケのようなもので、
味付けした鶏ささみやチーズな
どを中にいれて揚げています。

コシーニャ

　このパステルというものは
よく市場でも食べられ、大き
な揚げ餃子のようなものです。
中に入れる具は鶏肉、牛肉、
チーズなど様々なものから自
分で選ぶことができます。

パステル

 　このポンジケージョ
というチーズのパンも、
もちもちしていて美味
しいです！

ポンジケージョ

いかがでしょうか？日本食が恋しい今ですが、日本に帰ってからは、これらの食べ
物が恋しくなりそうです…。
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子
育
て
世
帯

　

臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

　

近
年
多
発
し
て
い
る
振
り

込
め
詐
欺
。
市
町
村
な
ど
の

公
的
機
関
が
次
の
よ
う
な
電

話
を
か
け
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

A
T
M
（
銀
行
・
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自
動

支
払
機
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
給
付
金
の
給

付
の
た
め
に
、
手
数
料

な
ど
の
振
込
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

市
町
村
や
厚
生
労
働
省

な
ど
が
世
帯
構
成
や
銀

行
の
口
座
番
号
な
ど
個

人
情
報
を
照
会
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に…

●
生
年
月
日
、
口
座
番
号
、
携
帯
電
話
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
有
無
を
教
え
な
い

●
相
手
の
身
分
を
必
ず
確
認
し
、
不
審
な
番
号
に

は
電
話
を
し
な
い

●
被
保
険
者
証
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な

い
「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た
ら
ひ
と
り
で
判
断
せ

ず
、
警
察
署
や
市
役
所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
社
会
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
２
７
５
）

▼
児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）

給
付
金
の
支
給
に
便
乗
し
た

公
的
機
関
の
職
員
を
装
っ
た
不
審
電
話
に
注
意

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
の
影
響
に
よ
る
所
得
の
低
い
世
帯

や
、
子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

五
條
市
で
は
、
現
在
支
給
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
具
体
的
な
申
請
方
法
や
申
請
時
期
な
ど
に

つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
金
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
の
相
談
窓
口

☎
０
５
７
０
・
０
３
７
・
１
９
２

■
問
合
先

▼
臨
時
福
祉
給
付
金

　

社
会
福
祉
課

　

本
庁(

内
線
２
７
５
）

▼
子
育
て
世
帯
臨
時
給
付
金

　

児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）

①
平
成
26
年
１
月
１
日
時
点
で
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

②
平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

※

市
町
村
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場

合
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
け
る
平
成

26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付

を
含
む
。）
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、
そ
の

平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得

制
限
額
に
満
た
な
い
人
。

※

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お

よ
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

対
象
者
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心
身
に
障
害
の
あ
る
人
に
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
を
助
成
す

る
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
①
と
②
の
両
方
を
満

た
す
人
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級
、
療
育
手
帳
A

判
定
の
い
ず
れ
か
を
持
っ

て
い
る
人

②
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る

人
※
障
害
者
支
援
施
設
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
等
入
所
者

は
対
象
外
で
す
。

■
助
成
内
容

▼
1
年
度
に
つ
き
1
回
、
タ

ク
シ
ー
の
基
本
料
金
（
初

乗
り
運
賃
）
を
助
成
す
る

「
五
條
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
」（
24
枚
つ
づ
り
）

を
交
付
し
ま
す
。（
乗
降

地
の
両
方
ま
た
は
一
方
が

五
條
市
の
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
）

■
利
用
で
き
る

　

タ
ク
シ
ー
会
社

　

五
條
市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
で
す
。
利

用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
場
所

▼
社
会
福
祉
課

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
認
印
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳

※
代
理
の
場
合
は
、
代
理
の

人
の
印
鑑
（
認
印
）

■
問
合
先

　

社
会
福
祉
課
福
祉
係

　

本
庁
（
内
線
２
９
９
）

児
童
扶
養
手
当
／
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
手
当
額
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
し
た
。（
手
当
の
額
は
物
価
の
変
動
な
ど
に
あ
わ
せ

て
変
更
さ
れ
ま
す
）

児童扶養手当

※第２子５０００円、第３子以降３０００円ずつ加算することは、変更ありません。

特別児童扶養手当■申請・問合先

▼児童福祉課

　本庁（内線３６６）

▼西吉野支所

▼大塔支所

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す

区 分 改 定 前 改 定 後 

全部支給 41,140円 41,020円 

一部支給 41,130円～9,710円 41,010円～9,680円 

区 分 改定前 改定後 

1 級 50,050円 49,900円 

2 級 33,330円 33,230円 

児
童
扶
養
手
当
と
は…

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ

と
り
親
家
庭
等
）
の
生
活

の
安
定
と
、
自
立
の
促
進

に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

特
別
児
童

　
　

扶
養
手
当
と
は…

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
を
有
す
る
20
歳
未
満
の

児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
児
童
の
保
護
者
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
国
の
手
当

で
す
。

支
給
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

４月１１日（金）は
児童扶養手当
特別児童扶養手当
の定時支払日

　

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
、
４
月
11

日
（
金
）
に
振
り
込
み
ま

す
。
支
払
い
の
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
指
定
し
た
口

座
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先

　

児
童
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
６
）
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五條市五條市
プレミアム宿泊旅行券プレミアム宿泊旅行券
五條市
プレミアム宿泊旅行券

1 枚 8,000 円で
2,000 円分お得 !

　五條市では、観光の活性化のために市内の登録宿
泊施設で利用できる五條市プレミアム宿泊旅行券を
販売します。

  1 枚 8,000 円で 2,000 円分お得です！
  （10,000 円分の宿泊券が 8,000 円で購入できます）
■利用期限　平成 27 年 3月 31 日まで

　利用できる施設
　リバーサイドホテル、旅館旭宣坊、カルディア・
ロッジ、農家民宿 久庵、千成荘、ロッジ星のくに、
やなせ屋、福寿荘、Cafe & 農家民宿こもれび

■市内の販売場所
▼ＪＲ五条駅前観光案内所　▼道の駅「吉野路大塔」

■問合先
　企業観光戦略課　本庁（内線 210）

４月下旬
発売予定

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」

  

に
取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

美
し
い
景
観
づ
く
り
と
市
民
の
癒
し
の
場
を
創
造
す
る
植

栽
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
「
五
條
市
花
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
経
費

　

市
内
の
名
所
、
旧
跡
、
市

道
、
公
園
、
道
路
等
に
植
栽

す
る
苗
木
、
花
苗
、
種
子
、

球
根
お
よ
び
肥
料
等
の
購
入

に
要
す
る
経
費
と
植
樹
作
業

費
用
。

対
象
と
な
る
団
体

　

市
内
の
地
域
自
治
組
織
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
の
団
体

補
助
金
の
額

　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内

で
、
１
団
体
に
つ
き
１
回
に

限
り
交
付
し
ま
す
。

※

１
団
体
の
上
限
額
は

　

20
万
円
。

募
集
締
切

　

４
月
11
日
（
金
）

そ
の
他

　

詳
細
は
企
画
政
策
課
（
本

庁
）
に
あ
る
「
応
募
の
手
引

き
」
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

「
応
募
の
手
引
き
」
等
は
、

五
條
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

企
画
政
策
課

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

〜
な
ら
結
婚
応
援
団
〜

　

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

は
、「
結
婚
し
た
い
け
ど
、

な
か
な
か
出
会
い
が
な
く

て
・
・
・
」
と
悩
ん
で
い

る
あ
な
た
を
応
援
し
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
取
り
組

む
、
奈
良
県
こ
ど
も
・
子

育
て
応
援
県
民
会
議
が
開

設
し
た
「
な
ら
出
会
い
セ

ン
タ
ー
（
な
ら
結
婚
応
援

団
）」。
結
婚
を
応
援
す
る

企
業
や
店
舗
等
が
応
援
団

と
な
っ
て
、
独
身
男
女
を

対
象
と
し
た
「
出
会
い
の

場
」
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
配
信

し
て
い
ま
す
。

結
婚

応
援

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
今
年
で
９
年

イ
ベ
ン
ト
開
催
数
は
２
１
４
０
回

２
６
３
組
の
結
婚

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
問
合
先　

な
ら
出
会
い
セ
ン
タ
ー

（
な
ら
結
婚
応
援
団
事
務
局
）

☎
０
７
４
２
・
２
２
・
５
１
２
９　

http://w
w
w
.naradeai.pref.nara.jp/

42
組
か
ら
49
人
の
出
産
報
告
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五條市
プレミアム宿泊旅行券

春
の
交
通
安
全

県
民
運
動
を
実
施
し
ま
す

平
成
26
年

　

交
通
事
故
死
者
数
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
次

の
と
お
り
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

■
運
動
の
基
本

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■
運
動
の
重
点

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
二
輪
車
、原
付
車
の
交
通
事
故
防
止
（
奈

良
県
重
点
）

４
月
６
日（
日
）
〜
15
日（
火
）

交
通
事
故
の
な
い

　
　
　

や
す
ら
ぎ
の
大
和
路
づ
く
り

〜
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
よ
う
〜

■
問
合
先

　

五
條
警
察
署

☎
２
３
・
０
１
１
０

大
気
中
の
微
小
粒
子
状
物
質

Ｐ
Ｍ
２
．５

　

近
年
、大
陸
か
ら
日
本
に
流
入
し
て
く
る
大
気
汚
染
物

質
「
Ｐ
Ｍ
２
．５
」が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
注
意
！

微
小
粒
子
状
物
質「
Ｐ
Ｍ
２
．５
」と
は
？

　

大
気
中
の
粒
子
状
物
質

の
う
ち
、特
に
粒
径
が
２
．

５
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
以

下
の
物
質
を
い
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
工
場
か
ら

の
ば
い
煙
や
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 　

Ｐ
Ｍ
２
．５
は
非
常
に

小
さ
い
た
め
（
髪
の
毛
の

太
さ
の
１
／
30
程
度
）、肺

の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す

く
、呼
吸
器
へ
の
影
響
に

加
え
、循
環
器
系
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で

気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

▼
濃
度
の
高
い
と
き
は
、で

き
る
だ
け
外
出
を
控
え

る
よ
う
に
す
る
。

▼
家
に
帰
っ
た
ら
、う
が
い

や
目
を
洗
う
よ
う
に
す

る
。

▼
洗
濯
物
を
室
内
に
干
し
、

室
内
の
換
気
を
必
要
最

小
限
に
す
る
。

ど
ん
な
マ
ス
ク
を

　

使
え
ば
い
い
の
？

　

花
粉
用
マ
ス
ク
で
は

な
く
、ウ
イ
ル
ス
対
策
用

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※

マ
ス
ク
を
購
入
す
る

場
合
は
、薬
局
な
ど
で

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

生
活
環
境
課

　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

ＰＭ２．５

人髪海岸の砂

※

１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
は
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
の
１
千
分
の
１

地域の測定値は
どこで確認できるの？

　環境省や奈良県のホームページで確認できます。
▼環境省「そらまめ君」   http://soramame.taiki.go.jp
▼奈良県「エコなら」  　 http://www.eco.pref.nara.jp

奈良県の PM2.5
基準※を超えたら
メールでお知らせ

「エコなら」で登録してください。　
http://www.eco.pref.nara.jp/mailmaga/pm2.5.html

※午前５時から７時までの時間平均値

が基準（85μg/m3）を超えた場合

■問合先
　奈良県環境政策課
　☎0742・27・8734

ドコモ au ソフトバンク
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収
集
日
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

※

他
の
ご
み
の
収
集
日
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た「
古
紙
・
び
ん
の

回
収
」を
本
格
運
用
す
る
た
め
、４
月
１
日
か
ら
収
集
日
を
変
更

し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
古
紙
・
び
ん
は
当
日
の
午

前
７
時
ま
で
に
各
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
古
紙
・
び
ん
以
外
の
ご
み

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

▼
祝
日
も
収
集
し
ま
す
。

古
紙
・
び
ん
の

４
月
か
ら

■
問
合
先

　

み
ど
り
園

☎
２
４
・
４
１
１
１

地区名 収集日 

阪合部 
(山ノ原町を含む)  第 1・第 3火曜日 

北宇智 第 2･第4金曜日 

南宇智 第 1・第 3木曜日 

南阿太 

大阿太 

白銀北 

第 2・第 4水曜日 

白銀南 第 2・第 4火曜日 

賀名生 第 1・第 3火曜日 

宗桧上 

宗桧中 

宗桧下 

第 2・第 4火曜日 

4 月以降の古紙・びんの収集日程

地区名 収集日 

本町 第 1・第 3木曜日 

中央 

五條東 

須恵・岡口 

第 2・第 4月曜日 

新町 第 1・第 3木曜日 

二見 第 2・第 4木曜日 

野原 第 1・第 3月曜日 

宇智 第 1・第 3水曜日 

牧野 
(山ノ原町を除く)  第 2 ･第4金曜日 

田園 第 1・第 3金曜日 

あづみ台 第 2･第 4金曜日 

なつみ台 第 1・第 3火曜日 

　

昨
年
６
月
か
ら
26
年
２

月
ま
で
の
９
か
月
で
、
古

紙
類
を
約
１
８
５
ト
ン
、

び
ん
を
約
64
ト
ン
回
収
し

ま
し
た
。

　

古
紙
は
業
者
に
売
却

し
、
売
上
の
一
部
は
地
区

ご
と
の
古
紙
回
収
量
に
応

じ
て
、
各
地
区
の
自
治
連

合
会
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

古
紙
類
を
約
１
８
５
ト
ン

び
ん
を
約
64
ト
ン

圧
縮
梱
包
さ
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

て
ん
ぷ
ら
油

　
（
廃
食
油
）の

　

回
収
も
実
施
中

　

み
ど
り
園
で
は
、廃
食
油
を

回
収
し
て
い
ま
す
。ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
の
密
封
で
き
る
容
器

に
入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。回
収
さ
れ
た
油
は
、Ｂ

Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
）に
生
ま
れ
変
わ
り
、み
ど

り
園
の
ご
み
収
集
車
や
重
機

の
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

廃
食
油
の
回
収
量
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。平
成
25
年
度
は

約
７
０
０
０
ℓ
が
集
ま
り
ま

し
た
。ご
み
の
減
量
化
、地
球

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、更
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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てんぷら油回収量(ℓ)
平
成
25
年
度
は

約
７
０
０
０
ℓ
回
収

古
紙
・
び
ん
の
回
収

市街地一斉
泥上げを実施します

　快適な環境づくりのため、市街地の下水路泥上げ

を行いますので、ご協力をお願いします。

　午前８時から配車します。泥等の積み込み作業は、
各自治会の皆さんで行ってください。
※家庭内ゴミなどは出さないようにしてください。

5/18（日）
小雨決行
（予備日なし）

■問合先　下水道課計画係  本庁（内線 337）

20くらしのメモ



狂犬病予防注射
日程をお知らせします

○狂犬病予防注射は、毎年１回受けることが狂
犬病予防法により義務づけられています。

○集合注射に来られない場合は、動物病院で獣
医師に相談のうえ受けてください。（料金等
は病院によって異なりますので、直接病院に
問い合わせてください）

平成２６年度

■問合先　生活環境課　本庁（内線３９１）
　　　　　西吉野支所、大塔支所

集 合 注 射 料 金　３，２００円（注射手数料 2,650 円＋注射済票交付手数料 550 円）

▽犬の登録をされている世帯には４月上旬に「集合注射実
施のお知らせ」を郵送します。会場には注射料金と、そ
のハガキを切り取らずに持参してください。

▽集合注射は他の市町村の会場で受けることはできません。
市内の会場で受けてください。

▽犬の登録をしていない場合は、この機会に登録してくだ
さい。集合注射実施会場でも登録できます。

※登録には登録手数料　１頭につき 3,000 円が必要です。
▽狂犬病予防法により生後９１日以上の犬には登録が義務
づけられています（犬の登録は生涯一回ですので、一度
登録をすませるとその犬が死亡するまで有効です）。

▽犬が死亡した場合や、犬の所在地、所有者の住所・氏名
等に変更があった場合には必ず届出をしてください。

▽五條地区

▽西吉野地区

▽大塔地区
４月 時  間 会   場  

 9:00  ～ 10:00 田園５丁目集会所 

10:30 ～ 11:45   田園３丁目集会所            

13:15 ～ 14:15 五條東体育館 

14日 

（月） 

14:45 ～ 15:45   五條市水道局横駐車場                

 9:00  ～ 10:00 原集会所 

10:30 ～ 11:45   北宇智公民館                

13:15 ～ 14:15 野原東住民センター 

15日 

（火） 

14:45 ～ 15:45   宇智公民館              

 9:00  ～ 10:00 二見公民館 

10:30 ～ 11:45   阪合部文化会館（裏手駐車場） 

13:15 ～ 14:15 五條吉野土地改良区 

16日 

（水） 

14:45 ～ 15:45   野原公民館                  

4月 時  間 会  場 

9:20  ～  9:30  篠原（岸本様宅下） 

9:40  ～  9:45  惣谷 宮前バス停前      

10:25 ～ 10:30 殿野（吉川進様宅車庫前） 

10:35 ～ 10:45 大塔支所前                 

10:55 ～ 11:00 堂平（福本正敏様宅前） 

11:05 ～ 11:10 閉君 集会所前       

11:15 ～ 11:20 宇井 ふれあい交流館 

11:35 ～ 11:40 中井傍示 旧永盛小学校              

13:45 ～ 13:50 中原開拓 地蔵前 

14:00 ～ 14:10 下阪本バス停前       

14:15 ～ 14:20 向井阪本（中垣様宅前） 

14:25 ～ 14:30 阪本バス停前（昭和館前）    

9 日 

（水） 

14:40 ～ 14:50 天辻公営住宅駐車場前 

4月 時  間 会   場 

10:05 ～ 10:10 宗桧公民館西日裏分館 

10:15 ～ 10:20   川股バス停留所前        

10:30 ～ 10:40 宗桧上地域集会所（茄子原） 

10:45 ～ 10:50   立川渡釈迦堂                

11:05 ～ 11:15 永谷多目的集会所 

11:25 ～ 11:50  宗桧公民館      

13:10 ～ 13:50 旧 JA西吉野賀名生選果場本場前 

17日 

（木） 

14:00 ～ 14:20  旧滝選果場前          

10:10 ～ 10:50  奈良交通専用道城戸（旧JRバス城戸駅）  

11:00 ～ 11:10  西吉野コミュニティセンター  

11:20 ～ 11:30 唐戸会館前 

13:00 ～ 13:30  旧 JA西吉野西部支所前 

13:40 ～ 14:20 西吉野北総合センター 

14:30 ～ 14:50   百谷地区構造改善センター（百谷集会所）  

18日 

（金） 

15:00 ～ 15:05 市道湯川大淀線 西様宅前 

合
併
浄
化
槽

設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

河
川
等
の
水
質
汚
濁
防

止
や
快
適
で
文
化
的
な
生

活
環
境
の
実
現
を
め
ざ
し

て
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
補
助
対

象
と
な
る
区
域
で
平
成
26

年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
を

設
置
す
る
場
合
に
、
国
・

県
の
補
助
制
度
を
導
入
し

て
予
算
の
範
囲
内
で
、
設

置
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

申
込
書
の
配
布
・
受
付

４
月
１
日
（
火
）
か
ら

■
問
合
先

▼
生
活
環
境
課

　

本
庁
（
内
線
３
８
８
）

▼
西
吉
野
支
所

▼
大
塔
支
所
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子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者
が
拡
大

小
学
生
の
通
院

中
学
生
の
入
院
も
助
成
対
象
に

　

４
月
１
日
か
ら
市
内
に
在
住
す

る
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制

度
」
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。3月31日まで  ４月１日から

乳幼児 
( 出生～
小学校入学前） 

通 院・入 院  通 院・入 院  

小学生 入　院 通院・入 院  

中学生 入 院 

⇒

⇒
⇒

⇒
拡大

拡大―

助成の対象

一部負担金
▼通院　医療機関ごとに月額５００円
▼入院　医療機関ごとに月額１０００円
　　　　　　（14日未満の入院は５００円）

（助成内容）  医療機関窓口での1
か月の支払合計金額から、一部負
担金を除いた額が助成されます。
※保険給付の対象とならない費用、入
院時の食事代、差額ベッド代、文書
料などは助成の対象外

助
成
を
受
け
る
に
は

◎
小
学
生
の
場
合

　

受
給
資
格
証
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（
２
月
初
旬
に
該
当
者
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
至

急
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
県
内
の
医
療
機
関
等

　

を
受
診
し
た
場
合

　

健
康
保
険
証
と
受
給

資
格
証
を
病
院
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
中
学
生
の
場
合

※

入
院
す
る
場
合
の
み
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
県
内
の
医
療
機
関
に

　
　
　

入
院
す
る
場
合

　

保
険
課
に
次
の
も
の

を
持
参
し「
子
ど
も
医
療

費
受
給
資
格
証
」の
交
付

を
受
け
て
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
振
込
先
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の

▼
県
外
の
医
療
機
関
等

　

を
受
診
し
た
場
合

　

保
険
課
に
次
の
も
の

を
持
参
し
、助
成
金
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
受
給
資
格
証

③
印
鑑

④
領
収
書

▼
県
外
の
医
療
機
関
に

　
　
　

入
院
し
た
場
合

　

一
旦
医
療
機
関
に
入
院

費
用
を
支
払
い
、保
険
課

に
次
の
も
の
を
持
参
し
て

助
成
金
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

①
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

②
印
鑑

③
振
込
先
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の

④
領
収
書

⑤
高
額
療
養
費
の
支
給
決

定
通
知（
加
入
し
て
い

る
保
険
者
か
ら
支
給
さ

れ
た
場
合
）

保
険

　

学
校
・
保
育
所
・
幼
稚
園
の

管
理
下
で
発
生
し
た
事
故
等

に
よ
る
子
ど
も
の
ケ
ガ
や
疾

病
は
、初
診
か
ら
治
癒
ま
で
に

か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負

担
金
の
合
計
が
１
５
０
０
円

以
上
（
小
学
校
就
学
前
ま
で

は
１
０
０
０
円
以
上
）に
な
る

と
、学
校
等
を
通
じ
て
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
「
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
」か
ら

「
災
害
共
済
給
付
金
」が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
場
合
は
福
祉
医
療
（
子

ど
も
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
・
心
身
障
害
者
医
療
）助

成
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。医
療
機
関
の
窓
口
で
は

「
医
療
費
受
給
資
格
証
」を
提

示
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
福

祉
医
療
の
助
成
金
を
受
け
た

場
合
は
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。）

■
問
合
先

　

保
険
課
福
祉
医
療
係

　

本
庁（
内
線
３
７
３
）

学
校
等
で
の

ケ
ガ
や
疾
病
の
場
合

国
民
健
康
保
険
の

　
　

高
額
療
養
費

領
収
書
の

原
本
が
必
要
で
す

　

同
じ
月
内
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
一
定
額
を
超
え

る
と
、
申
請
に
よ
り
超
え
た

額
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※

領
収
書
が
不
足
し
て
い
る

と
本
来
支
給
さ
れ
る
金
額

か
ら
不
足
分
を
差
し
引
く

こ
と
に
な
り
、
高
額
医
療

費
に
該
当
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※

不
正
受
給
な
ど
の
防
止
の

た
め
、
申
請
に
は
領
収
書

の
原
本
が
必
要
で
す
の

で
、
領
収
書
は
必
ず
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
し
た
時
は
、
医
療
機

関
で
支
払
証
明
書
を
発
行

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。）

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

保
険

約 1割
被保険者の保険料
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後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
率
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
率
は
、
２
年
ご
と
に
奈
良

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
に
よ
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
継
続
さ
れ

ま
す
。
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。均等割額

　４４，２００円
所得割額
　８．１％
賦課限度額
　５５０，０００円

均等割額
　４４，７００円
所得割額
　８．５７％
賦課限度額
　５７０，０００円

⇒

（旧）平成２４・２５年度（新）平成２６･２７年度

【保険料の納期】

▽普通徴収の場合（納付書または口座振替）
（１）年金天引きから口座振替による納付方法へ変更した人
（２）年金の受給額が年額 18万円未満の人
（３）介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、介護保険料

が天引きされている年金額の２分の１を超える人

▽特別徴収の場合（年金からの天引き）
（１）平成 26年２月まで年金天引きされていた人（仮徴収額は２

月の年金から天引きされた金額と同額です )
（２）平成 25年 10月１日までに後期高齢者医療制度の被保険者

になった人（該当する人に仮徴収額の決定通知書を送ります )

本 徴 収 

７月 
(１期)  

８月 
(２期)  

９月 
(３期)  

１０月 
(４期)  

１１月 
(５期 ) 

１２月 
(６期) 

１月 
(７期 ) 

２月 
(８期) 

仮 徴 収 本 徴 収 

４月 
(１期)  

６月 
(２期)  

８月 
(３期 )  

１０月 
(４期)  

１２月 
(５期 )  

２月 
(６期)  

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
必

要
な
医
療
費（
窓
口
負
担
を
除

く
）は
、国
、県
、市
町
村
が
負
担

す
る
公
費
で
約
５
割
、75
歳
未

満
の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
金
で

約
４
割
を
ま
か
な
い
、残
っ
た

１
割
分
を
被
保
険
者
が
納
め
る

保
険
料
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
医
療
費
を
支
え

る
た
め
、保
険
料
の
負
担
に
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険

医
療
機
関
で
の

窓
口
負
担（
患
者
支
払
分
）

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
負
担
の
し
く
み

約４割
現役世代（75歳未満）
からの負担金

約５割
公費 

（国：県：市＝
   　４：１：１）

約 1割約 1割
被保険者の保険料被保険者の保険料
約 1割
被保険者の保険料

＋

■
問
合
先　

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
４
４
・
２
９
・
８
４
３
０

確
定
し
た
保
険
料
は

７
月
に
通
知
し
ま
す

保
険
料

仮
徴
収
の

お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
額
を
、

４
月
、
６
月
、
８
月
に
支
給

さ
れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
（
年

金
特
別
徴
収
）
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
平
成
25
年
中

の
所
得
（
収
入
）
額
お
よ
び

世
帯
の
状
況
（
４
月
１
日
時

点
）
か
ら
奈
良
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
に
よ
り
決

定
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
先

　

保
険
課
福
祉
医
療
係

　

本
庁
（
内
線
３
９
３
）

プチ健康講座 Vol .1７
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
で

転
倒
を
予
防
し
よ
う
！

今
日
か
ら

は
じ
め
る

転
倒
予
防
①

▼
筋
力
チ
ェ
ッ
ク

目
を
あ
け
た
ま
ま
、片
足

で
何
秒
た
っ
て
い
ら
れ
ま

す
か
？

10
秒
が
目
安
で
す
。10
秒

以
内
は
危
険
ゾ
ー
ン
！
転

倒
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

▼
筋
力
ア
ッ
プ

＊
手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
。
１
日
１
万

歩
が
目
安
で
す
。

＊
ラ
ジ
オ
体
操
。

＊
ス
ク
ワ
ッ
ト
１
日
３

セ
ッ
ト
、
１
セ
ッ
ト
に

10
回
が
目
安
。
イ
ス
か

ら
立
ち
上
が
る
運
動
も

効
果
的
で
す
。

＊
横
歩
き
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁（
内
線
３
０
９
）
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平
成 

26
年
度 

固
定
資
産
税

（
土
地
・
家
屋
）
価
格

等
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
平

成
26
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
を
確
認
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
期
間
内
に
税
務
課
固
定

資
産
税
係
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

に
対
し
て
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
期
間　

６
月
２
日
（
月
）
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
場
所　

市
役
所
本
庁
税
務
課

　
（
支
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。）

■
縦
覧
で
き
る
人　

市
内
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者
ま
た
は
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人
（
委

任
状
が
必
要
で
す
）

■
必
要
な
も
の　
「
運
転
免
許
証
」

な
ど
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類

■
問
合
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

本
庁
（
内
線
２
５
７
、
２
５
８
）

個
人
市
民
税
・
県
民
税
の

　
　

金
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
26
年
度
か
ら

　

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
個
人

市
民
税
・
県
民
税
の
均
等
割
が
各
５
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

均等割 現行（平成 25年度まで） 改正後（平成26年度から） 

市民税 3,000円 3,500円 

県民税 
1,500円 

（森林環境税 500円分含む） 

2,000円 

（森林環境税 500円分含む） 

合計 4,500 円 5,500円 

■問合先　税務課市民税係　本庁（内線２５６）

個人市民税・県民税の均等割の標準税率が年額 1,000 円引上げられ年額

5,500 円となります。（現行 4,500 円）なお、奈良県においては、「森林

環境税」が導入されています。

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
に
加
入
し
た
と
き
は

国
民
健
康
保
険
の

脱
退
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等
に
か
わ
っ
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
の

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
脱
退
手
続
き
は
会
社
な
ど
で
は
行
い
ま
せ
ん
。

必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
加
入
し
た
社
会
保
険
の
保
険
証

（
扶
養
家
族
分
も
）
ま
た
は
社

会
保
険
の
資
格
取
得
証
明
書

▼
国
民
健
康
保
険
証

　

  

（
切
り
替
え
た
人
全
員
分
）

▼
印
鑑

※

手
続
き
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
保
険
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

☞
国
民
健
康
保
険
証
は
、
社
会
保
険
等

に
加
入
し
た
日
以
降
使
え
ま
せ
ん

　

社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
日
以
降

に
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
た
場
合

は
、
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
す
ぐ
に
、
受
診
し
た
医
療
機
関
・

薬
局
に
保
険
証
が
変
わ
っ
た
こ
と
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医
療

費
を
請
求
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　

本
庁
（
内
線
３
６
７
）

保
険

税
金

税
金

大
学
な
ど
に
進
学
す
る
と
き
は
（
学
生
用
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
）

　

五
條
市
の
国
保
加
入
者
が
進
学

の
た
め
市
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、

学
生
用
の
被
保
険
者
証
（
マ
ル
学

保
険
証
）
を
交
付
し
ま
す
。
マ
ル

学
保
険
証
は
転
出
前
に
所
属
し
て

い
た
世
帯
の
国
保
加
入
者
と
し
て

取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
転
出
先
で

の
国
保
加
入
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

▼
国
民
健
康
保
険
証

▼
印
鑑

※

マ
ル
学
保
険
証
の
国
保
加
入
者
に

は
、
現
況
確
認
の
た
め
、
毎
年
４

月
に
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し
の
提
出
が
必
要
で
す
。
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五
條
市
政
治

倫
理
条
例
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

　

平
成
26
年
１
月
７
日
以
降
３
人

の
議
員
か
ら
関
係
企
業
等
報
告
書

が
提
出
さ
れ
、
同
時
に
５
社
の
辞

退
届
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

ふ
る
さ
と
創
造
課

　

本
庁
（
内
線
３
０
６
）

〜
公
平
・
公
正
な

　

市
政
を
め
ざ
し
て
〜

　

「
五
條
市
政
治
倫
理
条
例
」
は
、

市
長
や
市
議
会
議
員
等
に
対
し
て
、

市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
守
る

べ
き
政
治
倫
理
の
基
準
を
定
め
た

条
例
で
す
。
五
條
市
で
は
市
長
・

副
市
長
・
教
育
長
・
市
議
会
議
員

に
は
、
本
人
や
２
親
等
以
内
の
親

族
が
経
営
し
て
い
る
企
業
の
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
企
業

等
に
対
し
、
市
な
ど
と
の
契
約
を

辞
退
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　

未
納
期
間
が
あ
る
皆
さ
ん

免
除
申
請
は
２
年
１
か
月
前

　

ま
で
可
能
に
な
り
ま
し
た

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
４
月
か
ら
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
申
請
が
遅
れ
る
と
障
害
年
金
な

ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
す
み
や
か
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
未
納
期
間
に
つ
い
て
は
大
和
高

田
年
金
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。（※

所
得

の
申
告
が
ま
だ
の
場
合
は
、
必

ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。）

■
問
合
先

▽
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
８
）

▽
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

障
害
年
金
受
給
等
で

法
定
免
除
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る

「
納
付
申
出
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま
す

年
金

年
金

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ
り
法
定
免
除

と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
保
険
料
を
通
常
納
付
で
き
る「
納
付
申
出
制
度
」

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

…

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。（
追
納
の
み
可
能
）

…

平
成
26
年
４
月
以
降
の
期
間
の
う
ち
、
本
人
が

　

申
し
出
た
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
口
座
振
替
や
前
納
に

よ
る
保
険
料
の
割
引
な
ど
便
利
で

お
得
な
制
度
も
あ
わ
せ
て
利
用
で

き
ま
す
。

■
問
合
先

▽
市
民
課
年
金
係

　

本
庁
（
内
線
２
６
８
）

▽
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

今 

ま 

で　

４
月
か
ら

法
定
免
除
期
間
は
・
・
・
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川
開
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

市
民
球
技
大
会  

参
加
者
募
集

　

各
競
技
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

（
①
募
集
部
門
、②
参
加
資
格
、③
会
場
）

〜
５
月
11
日
（
日
）
〜

■
サ
ッ
カ
ー

①
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部
（
男
女
別
）

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
上
野
公
園
多
目
的
メ
イ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
上
野
公
園　

多
目
的
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
中
学
生
の
部
、
一
般

の
部
（
学
生
は
除
く
）

②
ジ
ュ
ニ
ア
、
中
学
生
の
部
は
市
内
の
小
・

中
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
。
一
般
の
部

は
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
中
央
体
育
館
お
よ
び
五
條
中
学
校

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

①
ジ
ョ
イ
フ
ル
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
部

②
市
内
に
在
住
す
る
人
（
地
区
体
育
協
会

編
成
の
チ
ー
ム
お
よ
び
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
）

③
健
民
運
動
場

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

①
小
学
校
の
部
、
中
学
校
の
部
、
高
校
の
部
、

一
般
の
部

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。
選

手
15
人
以
内
、
監
督
１
人
、
コ
ー
チ
１
人
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
の
計
18
人
以
内
。

③
五
條
西
中
学
校

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

①
一
般
・
高
校
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、Ｏ

Ｇ
の
部

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。
学

生
は
11
歳
以
上
。Ｏ
Ｇ
の
部
は
初
心
者
に

限
る
。
２
種
目
出
場
は
不
可
。

③
上
野
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〜
５
月
13
日
（
火
）
〜

■
ペ
タ
ン
ク

①
ダ
ブ
ル
ス
（
１
チ
ー
ム
２
人
、
１
人
ボ

ー
ル
３
個
）

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
健
民
運
動
場

〜
５
月
18
日
（
日
）
〜

■
テ
ニ
ス

①
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、
混

合
ダ
ブ
ル
ス

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。
２

種
目
出
場
は
不
可
。

③
上
野
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
阿
田
峯
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
卓
球

①
一
般
の
部
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
女
別
）・
ダ

ブ
ル
ス
（
男
女
共
）、
小
中
学
生
の
部
シ

ン
グ
ル
ス
（
男
女
別
）・
ダ
ブ
ル
ス
（
男

女
共
）

②
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

③
中
央
体
育
館

〜
９
月
７
日
（
日
）
〜

■
軟
式
野
球

②
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

③
上
野
公
園
野
球
場

第
32
回

申
込
締
切 　

４
月
21
日
（
月
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：
５
月
14
日（
水
）、軟
式
野
球
：
８
月
15
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先

　

生
涯
学
習
課

　

本
庁
（
内
線
８
２
２
）

総
合
開
会
式
５
月
11
日
（
日
）　

午
前
８
時
30
分　

上
野
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

１
日
30
分
程
度
の
簡
単
な
学
習
で
脳
を
元

気
に
す
る
「
頭
の
体
操
教
室
」
で
、
楽
し
み

な
が
ら
若
さ
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
27
日
（
火
）
か
ら
毎
週
火
曜

日
（
全
25
回
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
開
催
場
所　

老
人
憩
の
家
（
霊
安
寺
町
）

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の

人
、
先
着
15
人

■
内
容　

簡
単
な
計
算
と
読
み
書
き
な
ど

■
費
用　

毎
月
１
５
０
０
円
（
教
材
費
別
）

■
申
込
締
切　

４
月
30
日
（
水
）

※

送
迎
が
必
要
な
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

５
月
27
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
３
０
９
）

頭
の
体
操
教
室

　

参
加
者
募
集

ボランティアの
学習サポーター募集
　養成講座を受講して、五條脳
トレ会のメンバーと頭の体操
教室のサポートをしませんか。
■養成講座日時
　５月13日（火）、20日（火）
　午前10時～11時30分
■対象者　市内に在住する65
歳以下の人

■申込締切　４月25日（金）

計
算
に
時
間
が
か
か
る…

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る…

26イベント案内・お知らせ



Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

4/29（火・祝）
10 時～ 15 時

川
開
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

川
開
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

河
原
に
お
い
で
！

■
問
合
先

　

吉
野
川
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

本
庁
（
内
線
２
１
０
）

　

今
回
で
15
回
目
を
迎
え
る
川
開
き
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。雄
大
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
を
見
な
が
ら
、春
の
河
川
敷
で
休
日
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
内
容　

ミ
ニ
水
族
館
、金
魚
す
く
い
、ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、ふ
れ
あ
い

ゴ
ー
カ
ス
タ
ー
、消
防
は
し
ご
車
試
乗
体

験
、屋
台
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※

雨
天
の
場
合
中
止
し
ま
す
。開
始
時

間
・
内
容
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
場
所　

吉
野
川
河
川
敷
（
大
川
橋
上

流
・
五
條
側
）

■
主
催　

吉
野
川
こ
い
の
ぼ
り
実
行
委

員
会
・
吉
野
川
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～お願い～　家庭で不用になったこいのぼりがあ
ればゆずってください。
■連絡先　吉野川こいのぼり実行委員会
　☎２２・２９５４（森本）

こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
河
川
敷
で
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す

第
26
回  

４
・
11

「
人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

　
　
　
　

県
内
一
斉
集
会

■
場
所　

五
條
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

み
ん
な
で
め
ざ
そ
う　

ね
が
い
を
育
て
く

ら
し
を
高
め
る　
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

〜
人
権「
ひ
と
ご
と
」か
ら「
わ
が
ご
と
」へ
〜

■
記
念
講
演  「
子
ど
も
の
人
権
」

講師　栗木  剛さん
（motto ひょうご事務局長）

くりき  　つよし

博物館友の会
会員募集
　市立五條文化博物館友の会では、新
会員を募集しています。
■活動内容
　博物館内外での研修（年３回程度）
■年会費　１０００円
■申込・問合先　博物館友の会事務局
　０９０・４６４５・８６２８（千本）

　

子
育
て
中
の
親
子
が
集
ま

っ
て
、遊
び
、学
び
な
が
ら
交

流
で
き
る
場
で
す
。マ
マ
達
の

お
し
ゃ
べ
り
や
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

 

■
実
施
日（
全
て
木
曜
日
）

①
５
月
８
日　

②
６
月
５
日

③
７
月
３
日　

④
８
月
７
日

⑤
９
月
４
日　

⑥
10
月
２
日

⑦
11
月
６
日　

⑧
12
月
４
日

⑨
１
月
８
日　

⑩
２
月
12
日

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

※

電
話
で
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す

る
生
後
６
か
月
か
ら
１
歳

未
満
の
子
ど
も
と
保
護
者

■
定
員　

10
組
程
度

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

五
條
児
童
館

　

☎
２
２
・
２
２
２
８

子育て広場

五條児童館

〝ぴよぴよ″ママ

たち

子どもたち楽しく
ふれあいましょう
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復
興
後
の
東
京
駅
や
幹
線
道
路
が
美
し
い

色
彩
で
描
か
れ
、
世
界
に
誇
る
東
京
の
街

が
出
来
上
が
っ
た
と
い
う
内
容
の
文
章
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
争
を
経

て
当
時
の
風
景
は
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
六
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

整
備
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
東
京
に
、

大
震
災
か
ら
復
興
し
た
欧
風
の
デ
ザ
イ
ン

の
街
の
雰
囲
気
を
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

ほ
か
に
「
皇
太
子
殿
下
行
啓
記
念
」
の
は

が
き
集
や
「
ご
成
婚
記
念
は
が
き
」。
竹

内
栖
鳳
が
鷹
を
描
い
た
「
国
民
精
神
総
動

員
絵
は
が
き
」、
神
戸
市
役
所
が
発
行
し

た
「
特
別
大
演
習
観
艦
式
記
念
絵
葉
書
」

な
ど
、
当
時
を
知
る
貴
重
な
は
が
き
と
高

濱
虚
子
ら
文
人
た
ち
か
ら
玉
骨
に
届
い
た

直
筆
の
は
が
き
な
ど
お
よ
そ
１
２
０
点
を
、

後
藤
新
平
ら
の
似
顔
絵
が
漫
画
で
描
か
れ

た
掛
軸
「
政
界
四
雄
」（
北
沢
楽
天
画
）

総
理
大
臣
清
浦
奎
吾
が
熊
本
県
知
事
玉
骨

の
た
め
に
書
い
た
扁
額
な
ど
と
共
に
４
月

か
ら
６
月
ま
で
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　

学
芸
員　

川
村
優
理 

毎週月曜日休館（月曜が祝日の場合は翌日）入館料（大人３００円、小人２００円）　■藤岡家住宅　☎22・４013（近内町５２６）
　

大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
９
月
１
日
に

起
こ
っ
た
関
東
大
震
災
は
、
山
本
権
兵
衛

内
閣
に
よ
り
、
翌
日
の
９
月
２
日
に
は
早

速
復
興
計
画
が
検
討
さ
れ
、
９
月
27
日
帝

都
復
興
院
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
復
興
院

の
総
裁
は
内
務
大
臣
の
後
藤
新
平
（
兼
務
）

で
し
た
。
復
興
院
は
翌
年
に
は
清
浦
圭
吾

内
閣
の
復
興
局
に
引
き
継
が
れ
、
後
藤
は

そ
の
時
点
で
帝
都
復
興
事
業
か
ら
退
い
て

い
ま
す
。
震
災
か
ら
の
復
興
の
ス
ピ
ー
ド

は
め
ざ
ま
し
く
、
昭
和
５
年  （
１
９
３
０
）

年
３
月
23
日
、
東
京
市
内
で
は 

大
々
的

に
帝
都
復
興
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ご
ち
そ
う

さ
ん
」
で
歌
わ
れ
て
い
た
復
興
節
で
は
市

民
た
ち
が
「
エ
ー
ゾ
、
エ
ー
ゾ
」
と
復
興

を
祝
っ
て
い
ま
す
。 

藤
岡
家
所
蔵
の
「
帝

都
復
興
記
念
絵
葉
書
」（
全
４
枚
）
に
は

見取り図案内其の六二　　
「帝都復興記念絵葉書」

～展示案内～　
▼6/29日（日）まで
　「はがき」展
▼4/5日（土）～６/７（土）
　武者人形と武者のぼり
～イベント案内～
▼5/10（土）13:00～
　「第４回　青葉の舞台」
　玉骨の妹、高橋英子さん琴演奏
▼4/11（金）11:00～
　「さくらのランチサロン」
　叡福寺（太子町）の会式見学

き
よ
う
ら
け
い
ご

自
信
を
胸
に

〜
未
来
に
向
け
て
発
揮
揚
々
〜

は
っ
け
よ
い

わ
ん
ぱ
く
相
撲
五
條
場
所

第
21
回

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
、
相
撲
を
通
し
て
体

を
鍛
え
、
目
標
に
向
か
い
挑
戦
す
る
こ
と

と
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
も
う
と

五
條
青
年
会
議
所
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
五
條

場
所
優
勝
者
は
８
月
に
両
国
国
技
館
（
東

京
）
で
行
な
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
で

き
ま
す
。（
大
会
規
程
に
よ
り
男
子
の
み
）。

4/27（日）
正午～ 17時

■
場
所　

五
條
小
学
校
体
育
館

■
参
加
資
格　

五
條
市
、
十
津
川
村
、
野
迫
川

村
に
在
住
す
る
保
育
所
、
幼
稚
園
の
年
中
・

年
長
の
児
童
お
よ
び
小
学
生
（
男
女
と
も
参

加
で
き
ま
す
）

■
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、
４
月
17

日（
木
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申

込
用
紙
は
各
保
育
園
、
小
学
校
、
青
年
会
議

所
に
あ
り
ま
す
）

■
申
込　

問
合
先

　

五
條
青
年
会
議
所

☎
２
３
・
０
３
０
４

※

平
日
13
時
〜
17
時

て い と ふ っ こ う き ね ん え は が き

や
ま
も
と
ご
ん
べ
え

せ
い
か
い
よ
ん
ゆ
う

き
た
ざ
わ
ら
く
て
ん

「帝都復興記念絵葉書」より「東京駅」

箏プレーヤー 増田厚司

藤岡家で演奏
4/27（日）
15 時～

〜
増
田
厚
司

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〜

　

幼
少
よ
り
生
田
流
箏
曲

を
始
め
る
。
全
国
箏
曲
コ

ン
ク
ー
ル
第
１
位
。

N
H
K
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
合
格
。
新
し
い
箏
の

姿
を
目
指
す
「
エ
コ
ッ
ト

エ
コ
ッ
ト
」
設
立
。
男
性

箏
ユ
ニ
ッ
ト
「
エ
コ
ッ
ト

ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ
」
を

率
い
た
ス
テ
ー
ジ
や
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の

共
演
を
展
開
し
て
い
る
。

■
場
所　

藤
岡
家
住
宅　
「
貴
賓
の
間
・
舞
台
」

※

入
館
料（
大
人
３
０
０
円
、小
人
２
０
０
円
）で

　

観
賞
で
き
ま
す
。
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を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
（
全
42
回
）

　

６
月
７
日（
土
）〜
11
月
８
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
会
場　

奈
良
県
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
田
原
本
町
）
ま

た
は
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
（
橿
原
市
）

■
定
員　

20
人
（
定
員
に
関
わ
ら

ず
選
考
が
あ
り
ま
す
）

■
選
考
日　

５
月
17
日
（
土
）

　

午
後
１
時

■
会
場　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

■
応
募
の
条
件

▼
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
（
ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
、

あ
る
。

⑤
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

■
申
込
締
切　

４
月
25
日
（
金
）

※

参
加
費
無
料
。
送
迎
が
必
要
な

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

本
庁
（
内
線
３
０
９
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

あ
な
た
も
手
話
を
覚
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
（
年
間
35
回
）

　

５
月
９
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

■
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人

■
指
導
者　

五
條
手
話
通
訳
者
会

■
参
加
費　

３
２
４
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

■
申
込
締
切　

４
月
25
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

社
会
福
祉
課

　

本
庁
（
内
線
２
７
５
）

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
話
の

内
容
を
文
字
に
し
て
伝
え
る
筆
記

通
訳
、
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座

ス
コ
ッ
プ
（
小
）、
ゴ
ム
手
袋
、

長
靴

■
申
込
方
法　

４
月
20
日
（
日
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
蓮
寺

☎
２
２
・
２
２
１
８

　

reg@
ozizou.jp

元
気
あ
っ
ぷ
教
室
参
加
者
募
集

　

長
い
時
間
歩
け
な
い
、
つ
ま
ず

き
や
す
い
、
よ
く
転
ぶ
な
ど
足
腰

に
不
安
の
あ
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
ま
す
。

■
日
時
（
全
22
回
）

　

５
月
13
日
（
火
）、
20
日
（
火
）、

６
月
か
ら
３
月
ま
で
の
第
１
・

第
３
火
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所　

老
人
憩
の
家

■
対
象
者　

満
65
歳
以
上
の
高
齢

者
で
、
次
の
質
問
に
３
点
該
当

す
る
人
。（
先
着
12
人
）

①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を
つ
た
わ

ら
ず
に
昇
れ
な
い
。

②
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何
も

つ
か
ま
ら
ず
に
立
ち
上
が
れ
な

い
。

③
15
分
間
、
続
け
て
歩
け
な
い
。

④
１
年
以
内
に
転
倒
し
た
こ
と
が

平
成
26
年
度

　

五
條
市
生
活
学
校
生
募
集

　

生
活
学
校
で
は
「
自
然
に
や
さ

し
い
暮
ら
し
方
」
を
学
習
の
テ
ー

マ
に
、
食
生
活
や
ゴ
ミ
問
題
、
水

問
題
な
ど
生
活
課
題
の
解
決
を
通

し
て
住
み
よ
い
社
会
作
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
し
、
環

境
問
題
に
関
心
の
あ
る
女
性
。

■
年
会
費　

１
０
０
０
円

■
応
募
期
間

　

４
月
７
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

本
庁
（
内
線
８
２
４
）

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

蓮
の
花
を
育
て
ま
せ
ん
か

　

生
蓮
寺
の
夏
の
風
物
詩
、
蓮
の

花
。
皆
さ
ん
も
自
宅
で
美
し
い
蓮

の
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
１

人
ま
た
は
１
世
帯
で
３
鉢
を
植
え
、

１
鉢
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。（
参
加
費
無
料
）

■
日
時　

４
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

生
蓮
寺
（
二
見
７
丁
目
）

■
定
員　

15
人

■
持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

７
、
８
い
ず
れ
か
）
の
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
が
持
ち
込
み
可
能
で

あ
る
こ
と
。

▼
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
が
で
き
、
１
分

間
に
１
０
０
文
字
以
上
の
入
力

が
で
き
る
こ
と
。

▼
終
了
・
認
定
試
験
後
、
活
動
の

意
志
が
あ
る
こ
と
。

■
受
講
料　

５
０
０
０
円　

※

テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す

■
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
土
）

■
申
込
方
法
・
問
合
先　

奈
良
県

聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
４
・
２
１
・
７
８
８
０

募　

集

講　

座

奈良県吉野川浄化センター
みなさんご利用ください！

■テニスコート仕様　砂入り人工芝コート
■場所　二見５丁目１３１４
▼事前に予約して利用してください。
▼申し込みは１グループ１コートです。利
用希望日の 14 日前から、電話または直接
申し込んでください。

■予約・問合先
　吉野川浄化センター　☎２２・８６３１

テニスコート
２面を
リニューアル
～４月１日から利用できます～
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■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰

り
用
の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア
、
ふ
き

ん
、
筆
記
用
具

■
申
込
・
問
合
先
中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

簡
単
パ
ン
作
り　

参
加
者
募
集

　

ク
リ
ー
ム
パ
ン
や
レ
ー
ズ
ン
く

る
み
パ
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
パ

ン
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
（
各
金
曜
日
）

①
４
月
18
日
、　 

②
５
月
16
日
、 

③
６
月
20
日

■
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■
定
員　

各
日
５
人
程
度

■
参
加
費　

各
日
１
５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切
（
各
木
曜
日
）

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人)

■
指
導
者　

李 

華
鮮
（
リ
ー 

フ

ァ
ソ
ン
）
先
生

■
参
加
費　

年
会
費
１
０
０
０
円

（
利
用
団
体
会
費
３
０
０
円
を

含
む
）、
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２

１
０
０
円
。

■
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

〜
春
の
洋
風
す
し
〜

■
日
時　

５
月
17
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
メ
ニ
ュ
ー　

洋
風
手
ま
り
す
し
、

鶏
肉
の
香
味
蒸
し
、
は
ん
ぺ
ん

の
お
吸
い
物

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生
（
料

理
研
究
家
。
A
B
C
ラ
ジ
オ　

ド
ッ
キ
リ
ハ
ッ
キ
リ
三
代
澤
康

司
で
す
。
火
曜
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
利
用

団
体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
申
込
方
法　

５
月
１
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
国
語
講
座

　

日
常
会
話
を
習
得
し
な
が
ら
、

文
化
の
違
い
を
比
較
し
て
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
〜
平
成
27
年
２
月

　

第
１
・
第
３
金
曜
日

　

午
後
７
時
15
分
〜
８
時
45
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
30
人 （
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人)

■
指
導
者　

王
麗
頴
（
日
本
名 

松

浦
範
子
）
先
生

■
参
加
費　

年
会
費
１
０
０
０
円

（
利
用
団
体
会
費
３
０
０
円
を

含
む
）。
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１

６
０
０
円
。

■
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

ハ
ン
グ
ル
語
講
座

　

文
字
や
日
常
会
話
な
ど
初
歩
か

ら
ハ
ン
グ
ル
語
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

５
月
〜
平
成
27
年
２
月

　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
30
人 （
市
内
に
在

講　

座

■場所　イオン五條店１階
■問合先
　五條警察署　☎２３・０１１０

暴力団の被害に困っている皆さん

４／25（金）13時～16時
～専門弁護士の無料相談です～

公
民
館
祭

第
37
回

４
月
19
日
、
20
日
開
催

　

中
央
公
民
館
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の
各
地
区
公
民
館
に
学
ぶ
皆
さ
ん

が
学
習
成
果
を
発
表
す
る「
第
37
回
公
民
館
祭
」
を
、
中
央
公
民
館
と
市

民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

■
公
民
館
の
集
い（
開
会
式
典
）

　

市
民
会
館

▼
４
月
19
日（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

■
発
表
部
門

　

市
民
会
館

▼
４
月
19
日（
土
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

第
一
部（
子
供
朗
読
・
尺
八
箏
・
女

声
合
唱
・
混
声
合
唱
）

第
二
部　
（
詩
吟
・
日
本
舞
踊
・
新

舞
踊
・
ぼ
ち
ぼ
ち
体
操
エ
ア
ロ
・

舞
踊
・
西
吉
野
郷
土
芸
能
保
存

会
）

▼
４
月
20
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

第
一
部（
大
正
琴
・
児
童
合
唱
・
日

本
舞
踊
・
創
作
舞
踊
・
朗
読
）

第
二
部（
大
正
琴
・
子
育
て
サ
ー
ク

ル
ピ
ー
チ
マ
マ
・
新
舞
踊
・
ベ

リ
ー
ダ
ン
ス
・
新
舞
踊
・
フ
ラ

ダ
ン
ス
・
吹
奏
楽
）

■
展
示
部
門

▼
４
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）

　

中
央
公
民
館
、
市
民
会
館

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
企
画
部
門

▼
４
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　

中
央
公
民
館
・
市
民
会
館

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

盆
栽
即
売
、
中
華
料
理
、
お
茶

席
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
コ
ー

ヒ
ー
、
た
こ
焼
き
、
手
作
り
雑

貨
、
一
品
持
ち
寄
り
バ
ザ
ー
即

売（
20
日
12
時
30
分
〜
）

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
、
祝
休
館
）

30イベント案内・お知らせ



　

４
月
７
日
（
月
）、
18
日
（
金
）

　

５
月
５
日
（
月
）、
16
日
（
金
）

▼
旧
西
吉
野
コ
ー
ス

　

４
月
12
日
（
土
）、
21
日
（
月
）

　

５
月
19
日
（
月
）、
24
日
（
土
） 

▼
カ
ン
タ
ン
手
織
り
（
材
料
費
必

要
）、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

無
料
で
楽
し
め
ま
す
。

▼
送
迎
バ
ス
の
利
用
は
２
日
前

（
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。
予

約
の
際
は
名
前
、
電
話
番
号
、

乗
車
場
所
（
最
寄
の
バ
ス
停
）

を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
カ
ラ
オ
ケ
は
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
）

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

■
対
象
者　

60
歳
以
上
の
人

※

旧
大
塔
村
コ
ー
ス
は
現
在
運
航

し
て
い
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

大
塔
地
区
の
し
尿
く
み
取
り

　

４
月
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

直
接
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
８
日
（
火
）、
22
日
（
火
）

■
日
時　

４
月
17
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
頃

※

初
め
て
参
加
す
る
人
は
午
前
９

時
30
分
集
合

■
会
場　

老
人
憩
の
家

■
定
員　

20
人
程
度

■
内
容　

１
時
間
程
の
実
践
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

■
参
加
費　

６
０
０
円
（
ス
ト
ッ

ク
レ
ン
タ
ル
料
、
保
険
代
）

※

ス
ト
ッ
ク
を
持
参
す
る
場
合
は

保
険
代
の
み

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

老
人
憩
の
家　

開
放
日

　

次
の
日
程
は
施
設
の
開
放
日
で
、

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。※

乗

車
時
間
は
予
約
状
況
に
よ
り
調
整

し
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

▼
旧
五
條
市
内
コ
ー
ス

ダ
ン
ス
講
師
）

■
年
会
費　

５
０
０
円
（
利
用
団

体
会
費
３
０
０
円
を
含
む
）

■
持
ち
物　

ス
カ
ー
ト
ま
た
は
踊

り
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

■
申
込
方
法　

参
加
費
を
添
え
て

○
月
○
日
（
○
）
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
有
り
（
２
歳
以
上

就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・
無
料
）

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
、祝
休
館
）

第
３
回
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
で
歩
行
を
補

助
し
、
効
果
的
に
運
動
で
き
ま
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
せ

ん
か
。

■
申
込
締
切
（
各
木
曜
日
）

①
４
月
10
日
、　

②
５
月
８
日
、

③
６
月
12
日

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１

ヘ
ル
ス
講
座

〜
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
〜

　

楽
し
く
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
（
各
月
曜
日
）

　

５
月
19
日
、
６
月
16
日
、

　

７
月
７
日
、
８
月
18
日
、

　

９
月
１
日
、
10
月
20
日
、

　

11
月
17
日
、
２
月
16
日
、

　

３
月
16
日　

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
25
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
指
導
者　

堀
栄
子
先
生
（
フ
ラ

■問合先
　人権施策課　☎２５・１１３７

お
知
ら
せ

市
民
の
善
意

市
民
に
身
近
な
、
信
頼
の
広
告
媒
体

五
條

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
広
告
」
と
検
索

　

本
庁
（
内
線
２
１
４
）

Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
生
蓮
寺
世
話
人
会
和
讃
講
（
二
見
）

▼
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
北
宇
智
支
店
女
性

部
（
住
川
町
）

▼
五
條
市
自
治
連
合
会

▼
犬
飼
ご
詠
歌
講
（
犬
飼
町
）

開催日時：平成 26 年 5 月 18 日（日） 
     10：00～12：00（9：45受付） 
開催場所：奥村レディースクリニック２Ｆ多目的ホール 
内 容：『不妊のお話』 
      『 不 妊 にま つわるお金のお話 』 
参加予約：お電話にてご予約下さい。☎0736 -32 -8511  
（月・水・金 9:00 ～17:00  火・木・土 9：00～12：00  

ホームページからも予約可 
※定員になり次第、締め切らせて頂きます。 

〒 6 4 8 - 0 0 7 2 和 歌 山 県 橋 本 市 東 家 4 - 1 7 - 1 3 
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　「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

　

「
眼
の
薬
師
」
と
し
て
知
ら

れ
る
こ
の
寺
の
本
尊
（
秘
仏
）

の
「
木
造
薬
師
如
来
立
像
」

（
奈
良
県
指
定
有
形
文
化
財
）

は
、
高
さ
１
８
８
．
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
（
六
尺
二
寸
二
分
）

と
、
等
身
大
を
超
え
る
像
で
す
。

後
に
補
わ
れ
た
両
手
首
（
檜

材
）
以
外
は
、
彫
刻
で
は
珍
し

い
松
の
一
材
か
ら
彫
り
出
し
て

い
ま
す
（
内
刳
り
な
し
）
。

　

奈
良
県
教
育
委
員
会
に
よ
る

文
化
財
指
定
時
の
調
査
で
は
、

造
像
に
つ
い
て
、
「
像
表
面
は

木
節
を
削
り
取
ら
ず
、
ま
た
正

　

神
福
山
の
南
麓
、
標
高
３
８
０

メ
ー
ト
ル
付
近
に
た
た
ず
む
瀬
之

堂
大
澤
寺
（
大
沢
町
、
真
言
宗
）

は
、
役
小
角
（
役
行
者
）
が
開
き
、

空
海
（
弘
法
大
師
）
が
伽
藍
を
整

備
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

面
で
は
丸
ノ
ミ
の
刀
痕
や
刃
形

の
痕
を
、
背
面
で
は
手

目
の

痕
を
明
瞭
に
残
し
、
制
作
過
程

に
お
け
る
「
荒
彫
り
」
の
段
階

を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

特
に
頭
部
が
体
軀
の
正
中
線
よ

り
左
に
大
幅
に
ず
れ
て
造
ら
れ

て
い
る
の
は
、
材
の
ね
じ
れ
を

そ
の
ま
ま
生
か
し
て
彫
刻
し
た

た
め
と
思
わ
れ
、
類
例
の
少
な

い
松
材
の
選
択
を
含
め
て
考
え

る
と
、
本
像
の
造
像
背
景
に
は

当
地
の
松
の
古
木
を
用
い
た
、

い
わ
ゆ
る
立
木
仏
に
通
じ
る
制

作
事
情
が
考
慮
さ
れ
よ
う
」
と

分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
表
現
に
つ
い
て
は
、

「
等
身
大
の
大
き
さ
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
頭
部
が
著
し

く
大
き
く
、
体
軀
は
直
立
し
て

童
子
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
表

し
、
顔
だ
ち
は
頬
が
ふ
っ
く
ら

と
張
っ
た
童
顔
に
表
さ
れ
、
い

か
に
も
当
地
で
造
ら
れ
た
か
の

よ
う
な
造
形
性
を
表
し
て
い

る
」
と
し
、
制
作
時
期
を
「
体

奥
が
薄
く
、
腹
部
か
ら
足
元
に
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るる
探

を

歴
史を

歴
史

五
條
の

る
探

市
の
動
き

市
の
動
き

人
口 

３
３
６
７
６
人　
　
　

男
１
６
０
６
８
人　
　
　

  

女
１
７
６
０
８
人　

   　
　

世
帯
１
３
７
７
２

　
　

  　

（
▲
５
７
）　
　
　
　
　

   

（
▲
２
９
）　
　
　
　

 　
　

 

（
▲
２
８
）　
　
　
　
　
　

      　

（
▲
２
）

（
２
月
28
日
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

大
澤
寺
の
仏
像 

〜
そ
の
１
〜

い
た
る
肉
ど
り
は
抑
揚
を
控
え

て
平
板
に
表
さ
れ
、
着
衣
の
衣

文
も
整
理
さ
れ
て
浅
く
彫
ら
れ

て
い
る
」
点
か
ら
、
平
安
時
代

の
11
世
紀
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

（
以
上
、
奈
良
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
存
課
編
『
奈
良
県
指

定
文
化
財 

平
成
五
年
度
版

（
通
巻
第
35
集
）
』
１
９
９
５

年
か
ら
引
用
）

　

金
剛
山
麓
に
伝
わ
る
平
安
時

代
の
仏
像
の
中
で
も
、
補
修
箇

所
が
少
な
い
大
形
の
一
木
彫
り

の
像
で
あ
り
、
当
地
を
代
表
す

る
作
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
続
く
）

だ
い
た
く
じ

大澤寺の木造薬師如来立像

え
ん
の
お 

づ
ぬ

が 

ら
ん

う
ち
ぐ

た
い  

く

た 

ち 

き

特別
開扉

特別
展示

▼5/3（土）、4（日）９時～15時
▼5/5（月）　　　 ９時～正午
■問合先 大澤寺 ☎23・1744

大澤寺の本尊大澤寺の本尊 
「木造薬師如来立像」 「木造薬師如来立像」 
大澤寺の本尊 
「木造薬師如来立像」 
平安時代末平安時代末
「両界曼荼羅両界曼荼羅」
平安時代末
「両界曼荼羅」

特別開扉・展示が行われます

～彩りのまち五條～
第９回五條市観光協会主催
フォトコンテスト入選作品紹介

No,1 岡本  聖さん 「梅の里暮色」 推薦

納税には口座振替のほか、コンビニ
でも納付できます。
■問合先
▽税務課徴収対策室 本庁（内線260）

４月は
軽自動車税の納期です
納期限は４月３０日（水）まで

じ
ん
ぷ
く
さ
ん

ち
ょ
う
な

市  民  ご  よ  み

４月１１日（金）　
 人権を確かめあう日

４月１４日（月）・２３日(水)
 眠れない、ゆううつなど心の悩み

 臨床心理士によるこころの健康相談
　場所◎カルム五條
　予約◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

４月１８日（金）
 生活習慣病予防、健康管理、禁煙など

 保健師による各種健康相談
　場所◎カルム五條
　申込◎保健福祉センター 
　　　　本庁（内線２９０）

毎週火・木曜日
 悪質商法や多重債務などの相談

 消費生活・多重債務相談
　時間◎１０時～１５時
　場所◎第２分庁舎３階

企業やお店の
元気は市の元気
五條市 / 五條市商工会

市内で
買い物をしましょう


	０１　表紙--
	０２　施政方針
	０３　施政方針
	０４　施政方針2
	０５　施政方針2
	０６　ＧＯＪＯニュース１
	０７　ＧＯＪＯニュース１
	０８　ＧＯＪＯニュース２
	０９　ＧＯＪＯニュース２
	１０　カルムのひろば１
	１１　カルムのひろば１
	１２　カルムのひろば２　消防TOPICS
	１３　カルムのひろば２　消防TOPICS
	１４　ALT　図書館　JICA
	１５　ALT　図書館　JICA
	１６　給付金　児童手当　タクシー券
	１７　給付金　児童手当　タクシー券
	１８　観光　ふるさと　児童福祉　生活環境　危管
	１９　観光　ふるさと　児童福祉　生活環境　危管
	２０　みどり園　生活環境
	２１　みどり園　生活環境
	２２　保険課
	２３　保険課
	２４　税務課　保険課　年金　政治倫理
	２５　税務課　保険課　年金　政治倫理
	２６　お知らせ　イベント１　２P
	２７　お知らせ　イベント１　２P
	２８　お知らせ　イベント２　２P
	２９　お知らせ　イベント２　２P
	30
	３１　お知らせ　イベント３　２P
	３２　裏表紙

